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馬
江
漢
の
眼
鏡
絵
と
油
彩
風
景
図
に
見
ら
れ
る
湾
曲
し
た
海
岸
線
に
つ
い
て

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
誓
一
国
景
図
》
　
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
　
ヨ
ン
ス
ト
ン

は
じ
め
に

本
稿
は
司
馬
江
漢
二
七
四
七
・
一
八
一
八
）
　
の
眼
鏡
絵
制
作
と
、
そ
の
後

の
油
彩
日
本
風
景
図
と
の
制
作
上
の
関
連
性
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

江
漢
は
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
　
の
自
身
の
著
書
『
西
洋
画
談
』
　
で
「
小
画

ニ
至
り
て
ハ
、
鏡
二
移
し
見
る
、
彼
国
の
法
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
西
洋
の
小
型
作
品
は
眼
鏡
絵
で
あ
る
と
思
い
こ
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
か
、
江
漢
最
初
の
洋
風
画
で
あ
り
日
本
創
製
と
な
っ
た
天
明
三

年
（
一
七
八
三
）
　
の
腐
食
銅
版
画
《
三
園
景
図
》
（
図
1
）
　
は
眼
鏡
絵
と
し
て

制
作
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
年
、
江
漢
は
相
次
い
で
江
戸
の
名
所
絵
シ
リ
ー
ズ
の

腐
食
銅
版
画
を
眼
鏡
絵
と
し
て
世
に
出
し
た
。

や
が
て
、
江
漢
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
　
か
ら
翌
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

に
か
け
て
の
長
崎
旅
行
を
経
て
、
寛
政
年
間
　
（
一
七
八
九
・
一
八
〇
〇
）
　
半
ば

ご
ろ
か
ら
油
彩
日
本
風
景
図
を
頻
繁
に
制
作
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
最
初
期

に
あ
た
る
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
　
（
図
2
）
　
を
は
じ
め
、
江
漢
の
油
彩
日
本

橋
　
本
　
寛
　
子

風
景
図
全
体
を
概
観
す
る
と
、
湾
曲
し
た
海
岸
線
と
い
う
共
通
し
た
構
図
が
見

出
せ
る
。
江
漢
は
こ
の
湾
曲
し
た
構
図
を
日
本
風
景
図
に
導
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
透
視
遠
近
法
を
用
い
た
浮
絵
よ
り
も
、
よ
り
自
然
な
奥

行
き
あ
る
風
景
表
現
に
成
功
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
日
本
創
製
の
腐

食
銅
版
眼
鏡
絵
《
三
園
景
図
》
を
発
端
と
す
る
こ
と
か
ら
、
腐
食
銅
版
画
制
作

以
前
に
江
漢
が
受
容
し
た
蘭
書
の
中
か
ら
そ
の
原
図
を
明
ら
か
に
す
る
。

そ
し
て
、
眼
鏡
絵
の
特
性
に
つ
い
て
見
直
し
、
天
明
三
年
　
（
一
七
八
三
）
　
の

腐
食
銅
版
眼
鏡
絵
《
三
園
景
図
》
と
、
そ
の
後
江
漢
自
身
の
様
式
を
確
立
す
る

こ
と
に
な
っ
た
寛
政
八
年
　
（
一
七
九
六
）
　
の
油
彩
《
相
川
鎌
倉
七
里
浜
図
》
　
の

関
連
性
を
見
出
し
た
い
。
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第
二
早
　
江
漢
の
洋
風
風
景
図
に
つ
い
て

第
一
節
　
腐
食
銅
版
眼
鏡
絵
警
一
国
景
図
》

江
漢
は
洋
風
画
家
と
し
て
そ
の
地
位
を
確
立
す
る
ま
で
、
様
々
な
画
風
を
学



ん
だ
。
幼
少
の
頃
父
親
に
絵
画
の
才
能
を
認
め
ら
れ
狩
野
派
に
入
門
す
る
が
、

粉
本
の
繰
り
返
し
に
よ
る
修
行
に
耐
え
ら
れ
ず
、
父
親
の
死
後
は
浮
世
絵
師
の

鈴
木
春
信
　
（
一
七
二
五
・
七
〇
）
　
の
も
と
で
、
「
鈴
木
春
重
」
と
し
て
浮
世
絵

版
画
の
版
下
を
描
い
た
　
（
図
3
）
。
し
か
し
二
〇
代
半
ば
で
次
第
に
浮
世
絵
師

の
社
会
的
地
位
の
低
さ
に
次
第
に
嫌
気
が
さ
し
、
江
戸
南
東
派
の
大
成
者
宋
紫

石
（
一
七
一
五
・
八
六
）
の
も
と
に
入
門
し
、
写
生
体
漠
画
を
学
び
始
め
る
（
図

4
）
。
そ
し
て
、
江
漢
は
宋
紫
石
か
鈴
木
春
信
の
ど
ち
ら
か
を
通
じ
て
平
賀
源

内
　
（
一
七
二
八
・
七
九
）
　
と
出
会
い
、
次
第
に
源
内
周
辺
の
蘭
学
者
と
の
交
流

が
始
ま
り
、
前
野
良
沢
　
（
一
七
二
三
・
二
八
〇
三
）
　
門
下
に
入
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
。
や
が
て
、
天
明
年
間
　
（
一
七
八
一
・
八
八
）
　
に
洋
風
画
家

へ
と
転
身
し
た
江
漢
は
、
天
明
三
年
　
（
一
七
八
三
）
　
九
月
、
同
門
で
あ
っ
た
大

槻
玄
沢
（
一
七
五
七
・
一
八
二
八
）
　
の
協
力
の
も
と
日
本
で
初
め
て
腐
食
銅
版

眼
鏡
絵
《
三
園
景
図
》
　
の
制
作
に
成
功
し
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
　
に
覗
き

眼
鏡
と
六
枚
の
腐
食
銅
版
覗
眼
鏡
絵
を
セ
ッ
ト
と
し
て
売
り
出
し
た
。

覗
き
眼
鏡
に
関
し
て
は
、
岡
泰
正
氏
に
よ
る
　
『
め
が
ね
絵
新
考
』
　
に
詳
し
く
、

覗
き
眼
鏡
と
は
同
氏
に
よ
る
と
「
江
戸
期
　
（
一
七
世
紀
後
半
二
九
世
紀
）
　
に

お
け
る
視
覚
娯
楽
器
具
の
総
称
で
あ
る
」
と
い
う
。
日
本
製
の
覗
き
眼
鏡
の
発

祥
は
京
都
と
さ
れ
、
遠
近
法
で
描
か
れ
た
小
型
の
異
国
風
景
図
や
浮
絵
を
レ
ン

ズ
越
し
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
が
浮
き
上
が
っ
て
見
え
た
と
い
う
こ
と
か

ら
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
覗
き
眼
鏡
は
大
ま
か
に
直
視
式
と
反
射
式
の
二

種
類
が
存
在
す
る
が
、
江
漢
が
使
用
し
た
覗
き
眼
鏡
は
組
み
立
て
型
の
反
射
式

で
あ
る
。
こ
の
反
射
式
覗
き
眼
鏡
に
《
三
園
景
図
》
な
ど
数
枚
の
腐
食
銅
版
眼

鏡
絵
が
附
属
し
て
い
る
。
そ
れ
は
水
平
に
置
い
た
絵
を
支
柱
の
上
端
に
付
け
た

四
五
度
に
傾
け
た
鏡
と
レ
ン
ズ
で
覗
き
見
る
た
め
、
画
面
は
左
右
逆
に
措
か
れ

て
い
る
。
江
漢
の
覗
き
眼
鏡
の
土
台
は
本
体
を
収
納
す
る
箱
に
も
な
っ
て
お
り
、

そ
の
箱
の
裏
に
は
木
版
の
　
「
銅
板
画
覗
目
鏡
引
札
」
　
（
図
5
）
　
が
貼
り
付
け
ら

れ
て
い
る
。
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

司
馬
江
漢
先
生
者
。
芝
門
神
倦
窟
こ
居
シ
テ
唐
画
吏
ナ
リ
、
画
ヲ
作
′
之

余
暇
。
紅
毛
ノ
学
二
人
ル
、
即
西
洋
二
銅
板
鐘
刻
之
法
ア
リ
、
支
那
及
日

本
此
ヲ
不
レ
作
。
画
理
ノ
妙
。
不
レ
至
作
ノ
コ
ト
不
レ
能
、
故
二
先
生
此
法
ヲ
工

ム
コ
ト
数
年
、
克
二
卯
ノ
九
月
巳
二
作
レ
リ
、
其
画
理
西
洋
ノ
法
ノ
如

シ
、
則
チ
日
本
ニ
テ
ハ
此
法
ノ
創
製
也
、
後
人
工
者
ハ
江
漢
先
生
ヲ
狙
ト

「
‖
・
ヤ
】

知
ル
ロ
シ

司
馬
江
漢
先
生
ハ
日
本
鋼
板
ノ
創
ナ
リ

作
ル
処
ノ
画
五
品
ハ
皆
本
朝
ノ
図
ナ
リ
、
又
一
図
ハ
紅
毛
ヲ
模
写
ナ
リ

「
T
 
T
／

熟
徒
等
誌

天
明
申
辰
四
月
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紅
毛
の
画
法
菅
生
写
な
り
、
人
物
山
水
何
こ
て
も
浮
画
こ
て
候
間
、
図
之

如
ク
、
画
ヲ
倒
二
下
二
置
、
鏡
こ
う
つ
し
見
る
可
也
、
山
水
草
木
菅
生
ず

る
が
如
シ

A
印
ヒ
イ
ド
ロ
目
鏡

B
印
画
な
り
、
倒
二
置
ク
可
シ

C
印
鏡
な
り
、
な
ゝ
め
こ
う
つ
す
可
シ

内
容
は
江
漢
が
日
本
で
初
め
て
腐
食
銅
版
画
制
作
に
成
功
し
た
と
い
う
「
塾

徒
等
」
　
に
よ
る
宣
伝
で
あ
り
、
眼
鏡
絵
の
鑑
賞
方
法
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
し

て
「
故
二
先
生
此
法
ヲ
工
ム
コ
ト
数
年
、
克
二
卯
ノ
九
月
巳
二
作
レ
リ
、
其
画

理
西
洋
ノ
法
ノ
如
シ
、
則
チ
日
本
ニ
テ
ハ
此
法
ノ
創
製
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
日
本
創
製
と
謳
っ
た
銅
版
眼
鏡
絵
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
　
制
作
の



《
三
園
景
図
》
（
図
1
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）

に
売
り
出
し
た
セ
ッ
ト
は
「
作
ル
処
ノ
画
五
品
ハ
皆
本
朝
ノ
図
ナ
リ
、
又
一
図

ハ
紅
毛
ヲ
模
写
ナ
リ
」
と
あ
る
と
お
り
、
計
六
枚
が
一
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
。

天
明
年
間
（
一
七
八
一
・
八
八
）
　
に
制
作
さ
れ
た
江
漢
の
腐
食
銅
版
画
は
年
紀

の
あ
る
も
の
九
点
、
年
紀
の
な
い
も
の
四
点
と
、
計
二
二
点
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
先
行
研
究
に
お
い
て
、
ど
の
作
品
同
士
が
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
か
ほ
ぼ

判
明
し
て
い
る
。

《
三
園
景
図
》
は
反
射
式
覗
き
眼
鏡
で
見
る
こ
と
か
ら
、
画
面
枠
外
の
上
部

と
両
端
に
有
す
る
年
紀
以
外
は
、
実
景
の
向
き
と
左
右
反
転
し
て
い
る
。
画
面

中
央
に
大
き
く
湾
曲
す
る
湖
の
よ
う
な
も
の
は
隅
田
川
で
あ
り
、
画
面
右
側
に

三
園
の
稲
荷
社
、
そ
し
て
堤
防
の
上
を
散
策
す
る
人
々
が
見
え
、
水
面
に
は
遊

覧
舟
が
浮
か
び
、
遠
景
に
は
今
戸
の
瓦
焼
き
の
煙
、
さ
ら
に
遠
く
に
は
筑
波
山

が
見
え
る
。
以
上
か
ら
、
隅
田
川
の
下
流
か
ら
上
流
を
望
む
景
色
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

隅
田
川
に
注
目
す
る
と
、
画
面
全
体
が
傭
轍
図
で
あ
る
た
め
、
川
縁
は
ま
る

で
大
き
な
池
の
よ
う
に
丸
く
湾
曲
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
成
瀬
不
二

雄
氏
は
「
か
つ
て
の
二
世
・
春
信
時
代
の
浮
絵
の
構
図
が
残
っ
た
も
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
江
漢
の
浮
絵
時
代
は
奥
村
政
信
　
（
一
六
八
六
・

一
七
六
四
）
　
や
、
歌
川
豊
春
　
（
一
七
三
五
・
一
八
一
四
）
　
が
使
用
し
た
透
視
遠

近
法
、
つ
ま
り
建
物
の
奥
行
き
を
強
調
し
た
直
線
的
な
線
遠
近
法
が
用
い
ら
れ

て
お
り
、
《
三
囲
景
図
》
　
の
隅
田
川
の
よ
う
に
大
き
く
湾
曲
し
た
も
の
は
見
ら

れ
な
い
。

江
漢
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
　
版
《
三
園
景
図
》
　
の
後
、
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
　
に
も
同
主
題
の
腐
食
銅
版
画
を
制
作
し
て
い
る
　
（
図
6
）
。
《
三

囲
景
図
》
が
二
枚
制
作
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
菅
野
陽
氏
は
江
漢
の
蔵
版
目
録

に
着
目
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
引
用
し
た
天
明
四

年
（
一
七
八
四
）
刊
「
銅
板
画
覗
目
鏡
引
札
」
で
は
日
本
風
景
図
五
点
と
紅
毛

図
一
点
の
計
六
点
で
あ
る
が
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
刊
『
地
球
全
図
略
説
』

と
六
年
（
一
七
九
四
）
刊
『
西
遊
旅
讃
』
　
の
巻
末
目
録
で
は
「
銅
版
画
東
都
八

景
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
刊
『
和
蘭
天
説
』
　
の
巻
末
目

録
で
は
「
銅
版
東
京
景
色
浮
世
七
図
」
と
一
点
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
菅
野
氏
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
版
《
三
園
景
図
》
の
摩
耗
が
激
し
く
な

り
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
目
録
か
ら
外
し
た
と
推
測
し
て
い
ち
よ
っ
て
、

天
明
七
年
（
一
七
九
七
）
版
《
三
園
景
図
》
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
版

と
主
題
が
同
じ
な
の
で
、
江
漢
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
版
の
摩
耗
を
見
越

し
て
新
た
に
制
作
し
た
の
だ
ろ
う
。
硯
に
天
明
七
年
（
一
七
九
七
）
版
《
三
園

景
図
》
と
同
年
に
制
作
さ
れ
た
腐
食
銅
版
眼
鏡
絵
《
両
国
橋
図
》
（
図
7
）
　
は

「
天
明
丁
末
秋
九
月
」
、
《
七
里
浜
図
》
（
図
8
）
　
は
「
丁
未
秋
月
」
で
あ
り
、
そ

の
中
で
も
《
三
園
景
図
》
は
「
天
明
丁
末
冬
十
月
」
と
天
明
年
間
（
一
七
八
一

・
八
八
）
　
の
中
で
最
も
制
作
期
が
遅
い
。

《
三
園
景
図
》
の
両
者
を
比
較
す
る
と
、
天
明
七
年
（
一
七
九
七
）
版
の
方

が
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
版
よ
り
明
ら
か
に
画
面
全
体
の
視
点
が
下
り
、
空

の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
明
七
年
（
一
七
九
七
）
版
は
、

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
　
版
の
よ
う
な
円
盤
の
よ
う
に
大
き
く
湾
曲
し
た
隅
田

川
の
縁
は
落
ち
着
き
、
同
時
に
稲
庭
神
社
側
の
土
手
が
消
え
て
い
る
。
ま
た
点

景
人
物
は
亜
欧
堂
田
善
（
一
七
四
八
・
一
八
二
二
）
を
予
告
す
る
よ
う
な
表
情

あ
る
丁
寧
な
描
写
に
な
っ
て
お
り
、
全
体
的
に
構
図
や
細
部
描
写
が
整
理
さ
れ

た
感
が
あ
る
。
そ
し
て
、
画
面
全
体
の
視
点
が
下
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
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的
に
風
景
と
観
者
の
距
離
が
近
く
な
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
こ
れ
は
、
江
漢
が

浮
絵
と
し
て
の
透
視
遠
近
法
を
、
徐
々
に
風
景
表
現
の
中
で
消
化
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節
　
寛
政
年
間
　
二
七
八
九
・
一
八
〇
〇
）
　
の
江
漢
の
日
本
風
景
図

江
漢
は
腐
食
銅
版
画
の
成
功
に
自
信
を
得
て
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
　
か

ら
翌
寛
政
元
年
　
（
一
七
八
九
）
　
に
か
け
、
さ
ら
な
る
西
洋
画
法
の
習
得
を
求
め

長
崎
に
旅
行
し
た
。
当
時
、
日
本
は
鎖
国
体
制
に
あ
り
な
が
ら
長
崎
を
通
じ
て

オ
ラ
ン
ダ
、
中
国
と
交
易
し
て
い
た
た
め
、
最
新
の
西
洋
文
物
は
ま
ず
長
崎
に

上
陸
し
た
。
江
漢
は
長
崎
の
地
で
絵
画
の
技
法
面
に
お
い
て
、
期
待
し
た
ほ
ど

得
る
も
の
は
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
一
方
で
長
崎
道
中
の
写
生
経
験
や

視
覚
体
験
が
江
漢
に
と
っ
て
後
の
画
風
を
確
立
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
寛
政
年
間
　
（
一
七
八
九
・
一
八
〇
〇
）
　
か
ら
の
江
漢

の
日
本
風
景
図
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
　
の
長
崎
旅
行
と
、
寛
政
一
一
年

（
一
七
九
九
）
　
の
近
畿
旅
行
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

江
漢
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
刊
の
長
崎
旅
行
紀
『
西
遊
族
譜
』
の
挿
絵
に
、

道
中
の
詳
細
な
風
景
を
木
版
で
描
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
基
に
な
っ
た
画
稿
は

実
際
の
風
景
と
左
右
反
転
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
に
眼
鏡
絵
と

し
て
銅
版
画
に
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

中
で
腐
食
銅
版
眼
鏡
絵
と
し
て
の
作
品
は
残
っ
て
い
な
い
。
『
西
遊
族
譜
』
　
の

日
付
を
見
な
が
ら
作
品
と
照
合
し
て
い
く
と
、
往
路
の
天
明
八
年
　
（
一
七
八
八
）

九
月
一
九
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
滞
在
し
た
岩
国
の
《
錦
帯
橋
図
》
　
（
図
9
）

以
外
は
、
全
て
実
際
の
風
景
と
左
右
反
転
し
て
い
る
。
同
年
九
月
一
七
日
に
訪

れ
て
い
る
《
厳
島
神
社
図
》
（
図
1
0
）
は
、
画
面
中
に
描
か
れ
た
点
景
の
人
物

に
影
が
描
か
れ
、
瑞
々
し
い
彩
色
と
と
も
に
、
画
家
が
そ
の
場
に
居
合
せ
た
様

子
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
一
〇
月
三
日
に
着
い
た
下
関
で
の
《
下
関
図
》

（
図
1
1
）
は
、
手
前
の
波
や
船
を
し
っ
か
り
と
描
き
込
み
、
遠
方
に
い
く
に
従
っ

て
淡
い
色
彩
で
変
化
を
付
け
、
空
気
遠
近
法
の
よ
う
な
効
果
を
用
い
て
い
る
。

ま
た
細
か
な
波
の
筋
や
、
遠
方
の
山
の
影
な
ど
は
、
銅
版
画
の
制
作
経
験
が
生

か
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
一
月
一
五
日
の
《
西
坂

よ
り
長
崎
を
見
る
図
》
や
《
長
崎
港
図
》
（
図
1

2
）
は
、
ど
ち
ら
も
全
く
同
じ

構
図
の
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
左
右
反
転
し
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
も
眼
鏡

絵
の
画
稿
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
も
《
長
崎
港
図
》
は
、
江
漢
が
長
崎
旅
行
の

往
路
で
世
話
に
な
っ
た
木
村
兼
段
堂
（
一
七
三
六
・
一
八
〇
二
）
の
旧
蔵
と
推

へ
1

2
）

測
さ
れ
て
い
る
。

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
江
漢
は
長
崎
か
ら
江
戸
に
帰
還
後
、
こ
れ
ら
の

写
生
図
を
基
に
腐
食
銅
版
眼
鏡
絵
を
制
作
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、
天

明
年
間
（
一
七
八
一
・
八
八
）
に
没
頭
し
た
腐
食
銅
版
画
制
作
の
主
題
は
、

従
来
の
江
戸
名
所
や
西
洋
風
景
図
で
は
な
く
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
・

一
八
〇
〇
）
半
ば
ご
ろ
か
ら
地
理
天
文
な
ど
の
自
然
科
学
関
連
図
解
へ
と
移
行

し
て
い
く
。

そ
の
代
わ
り
に
、
江
漢
は
油
彩
に
よ
る
西
洋
人
像
を
頻
繁
に
描
く
よ
う
に
な

り
、
同
時
に
油
彩
で
日
本
の
風
俗
・
風
景
図
を
も
描
く
よ
う
に
な
る
。
江
漢
は

油
彩
画
技
法
を
長
崎
旅
行
以
前
、
天
明
年
間
（
一
七
八
一
・
八
八
）
に
既
に
習

得
し
て
い
た
形
跡
が
あ
り
、
次
第
に
油
彩
で
描
く
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
風

景
図
で
統
一
さ
れ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
日
本
風
景
図
を
油
彩
に
よ
る
西
洋
画
法

で
制
作
す
る
の
は
長
崎
旅
行
後
か
ら
で
あ
り
、
風
景
表
現
の
手
法
が
銅
版
画
か
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ら
油
彩
へ
と
大
き
く
変
化
す
る
。
そ
の
制
作
年
代
が
明
ら
か
な
も
の
を
次
に
挙

げ
る
。

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
《
捕
鯨
国
》
（
図
1

3
）

寛
政
八
年
二
七
九
六
）
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
（
図
2
）

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
《
富
嶽
望
遠
図
》
（
図
1

4
）
《
鉄
砲
洲
富
士
望
遠
図
》
（
図

1
5
）

寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
《
二
見
浦
図
》
（
図
1
6
）
《
鉄
砲
洲
富
士
望
遠
図
》

寛
政
二
年
（
一
七
九
九
）
《
駿
州
薩
埴
富
士
図
》
《
駿
河
湾
富
士
望
遠
図
》
（
図

1
7
）

寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
《
木
更
津
浦
之
図
》
（
図
1
8
）
《
深
川
洲
崎
富
士

望
遠
図
》
《
駿
河
湾
富
士
望
遠
図
》
（
図
1
9
）
等
田
嶽
望
遠
図
》

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
《
捕
鯨
図
》
は
、
油
彩
に
よ
る
最
初
の
日
本
風
景

図
で
あ
る
が
、
風
景
よ
り
も
人
物
の
比
重
が
大
き
い
こ
と
か
ら
風
俗
画
に
分

類
さ
れ
る
た
め
、
油
彩
に
よ
る
純
粋
な
日
本
風
景
図
と
し
て
は
、
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
寛
政
二
年

（
一
七
九
九
）
《
駿
河
湾
富
士
望
遠
図
》
は
、
款
記
か
ら
同
年
に
京
都
で
制
作
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
近
畿
旅
行
は
江
漢
の
自
筆
本
『
吉
野
紀
行
』
と
木
村

兼
蔑
堂
の
『
兼
段
堂
日
記
』
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
長
崎
の
時
に
訪

れ
な
か
っ
た
高
野
山
や
紀
州
名
勝
を
訪
ね
て
い
る
。
そ
の
時
の
写
生
画
は
、
腐

食
銅
版
眼
鏡
絵
と
し
て
も
現
存
し
て
い
る
。
既
に
こ
の
頃
、
江
漢
は
油
彩
日
本

風
景
図
を
制
作
し
て
い
た
が
、
再
び
腐
食
銅
版
眼
鏡
絵
を
制
作
し
て
い
る
の
は
、

眼
鏡
絵
が
依
然
と
し
て
収
入
源
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
、

眼
鏡
絵
制
作
を
続
け
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
江
漢
の
西
洋
画
法
に
よ
る
日
本
風
景
図
を
年
代
順
に
並
べ
て

概
観
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
主
題
の
ほ
と
ん

ど
が
海
で
あ
り
、
海
岸
線
に
あ
る
名
所
を
主
に
取
り
挙
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
し
て
、
画
面
を
横
切
る
浜
辺
や
海
岸
線
は
、
大
き
く
湾
曲
し
て
い
る
。
特
に

そ
れ
が
顕
著
に
表
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
《
相

州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
　
（
図
2
）
　
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
遠
景
の
水
平
線
が
直

線
的
で
、
視
線
が
低
く
設
定
さ
れ
、
観
者
と
ほ
ぼ
同
一
目
線
で
あ
る
こ
と
も
特

徴
的
で
あ
る
。

《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
に
つ
い
は
後
に
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、

本
図
は
江
戸
の
愛
宕
神
社
に
絵
馬
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
不
特
定

多
数
の
人
々
の
目
に
触
れ
た
作
品
で
あ
る
。
江
漢
は
《
相
川
鎌
倉
七
里
浜
図
》

制
作
以
降
、
こ
の
主
題
を
油
彩
以
外
に
も
繰
り
返
し
描
き
、
寛
政
末
期
に
か
け

て
同
主
題
の
作
品
が
他
に
二
二
点
も
確
認
で
き
る
　
（
図
2
0
）
　
（
図
2
1
）
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
成
瀬
不
二
雄
氏
は
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
が
愛
宕
神
社
に
懸

け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
評
判
を
呼
び
、
注
文
者
が
多
か
っ
た
と
も
考
え
て
い

る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
人
々
は
七
里
浜
と
い
う
名
所
に
価
値
を
求
め
た
の
で

は
な
く
、
今
ま
で
に
な
い
画
中
の
形
態
感
覚
に
惹
か
れ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
は
、
洋
風
画
家
と
し
て

の
江
漢
自
身
の
画
風
を
確
立
す
る
決
定
的
な
作
品
に
な
っ
た
こ
と
に
は
違
い
な

い
。
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
に
つ
い
て
詳
述
す
る
前
に
、
こ
の
湾
曲
し
た
構

図
の
源
泉
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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第
二
章
　
《
三
園
景
図
》
と
ヨ
ン
ス
ト
ン
の
　
『
禽
獣
魚
介
轟
図
譜
』

こ
の
湾
曲
し
た
海
岸
線
は
、
江
漢
以
後
の
世
代
に
は
一
種
の
風
景
画
の
　
「
型
」



と
し
て
定
着
し
、
多
大
な
影
響
を
与
え
る
も
、
先
代
の
透
視
図
法
を
用
い
た
浮

絵
や
秋
田
蘭
画
、
ま
た
洋
風
画
以
前
の
江
漢
の
作
例
に
は
曲
線
自
体
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
洋
風
画
転
向
後
の
江
漢
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
か
ら
遡
り
、
江
漢
の
腐
食
銅
版
眼
鏡
絵
を

も
う
一
度
概
観
す
る
と
、
江
漢
最
初
の
作
で
あ
る
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
　
の

《
三
国
景
図
》
　
（
図
1
）
　
が
そ
の
発
端
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
江
漢
は

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
　
以
前
に
ど
こ
か
ら
こ
の
構
図
の
着
想
を
得
た
の
だ
ろ

う
か
。
江
漢
は
天
明
年
間
　
（
一
七
八
一
・
八
八
）
　
に
腐
食
銅
版
画
技
法
解
読
の

協
力
を
得
て
い
た
大
槻
玄
沢
を
は
じ
め
、
蘭
学
者
た
ち
と
交
流
し
た
こ
と
か
ら
、

舶
来
し
た
蘭
書
を
手
掛
か
り
に
図
像
源
泉
を
探
る
こ
と
に
す
る
。

ま
だ
蘭
学
が
興
っ
て
間
も
な
い
一
八
世
紀
半
ば
の
こ
ろ
、
洋
風
画
を
目
指

す
絵
師
た
ち
に
蘭
書
の
挿
絵
を
提
供
し
て
い
た
の
は
、
そ
の
理
論
的
指
導
者

と
し
て
知
ら
れ
る
平
賀
源
内
で
あ
る
。
源
内
は
蘭
学
の
先
駆
者
で
あ
り
、
江

戸
時
代
後
期
洋
風
画
が
誕
生
す
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
人
物
で
も
あ
る
。
ま

た
、
源
内
は
江
戸
参
府
の
際
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
が
滞
在
す
る
長
崎
屋
に
も
出
入

り
し
、
こ
こ
で
西
洋
の
自
然
科
学
知
識
を
得
て
い
た
。
源
内
は
そ
こ
で
目
に
し

た
蘭
書
の
銅
版
挿
絵
の
精
密
さ
に
惹
か
れ
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
　
に
ド

ド
ネ
ウ
ス
　
（
D
O
d
O
n
a
e
u
S
L
巴
∞
・
∞
巴
著
『
独
々
捏
烏
斯
草
木
譜
』
　
（
C
r
董
詰
・

ぎ
采
か
岩
さ
知
内
ヨ
訂
r
首
的
b
O
（
訂
⊇
莞
C
仇
）
、
同
五
年
　
（
一
七
六
八
）
　
に
一
七
世

紀
の
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
・
植
物
学
者
で
あ
る
ヨ
ハ
ン
・
ヨ
ン
ス
ト
ン
　
（
J
O
h
a
n
n

J
O
h
n
s
t
O
n
L
苦
い
・
謡
）
　
に
よ
る
『
禽
獣
魚
介
轟
図
譜
』
　
（
『
動
物
図
譜
』
と
も

呼
ば
れ
る
）
　
（
和
を
O
r
訂
e
さ
已
弓
已
訂
）
　
を
入
手
し
た
。
こ
の
ヨ
ン
ス
ト
ン
の

『
禽
獣
魚
介
品
図
譜
』
　
に
関
し
て
は
、
江
漢
の
自
筆
本
『
春
波
楼
筆
記
』
　
（
文
化

八
年
二
八
二
）
　
に
よ
る
と
、
源
内
が
家
財
を
売
り
払
っ
て
ま
で
入
手
し
た

と
記
述
が
あ
り
、
か
つ
て
江
漢
の
師
で
あ
っ
た
南
亮
派
の
宋
紫
石
や
、
秋
田
蘭

画
家
の
小
田
野
直
武
も
ヨ
ン
ス
ト
ン
か
ら
借
用
し
た
図
像
が
見
ら
れ
る
。
特
に

紫
石
の
明
和
七
年
　
（
一
七
七
〇
）
　
刊
　
『
古
今
画
薮
後
人
種
』
　
の
中
に
は
ラ
イ
オ

ン
図
　
（
図
2
2
）
　
を
は
じ
め
、
ヨ
ン
ス
ト
ン
を
原
図
と
し
た
図
像
が
一
〇
点
ほ
ど

収
録
さ
れ
て
い
る
。
紫
石
は
、
写
実
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
源
内
が
宝
暦

二
二
年
（
一
七
六
三
年
）
　
に
　
『
物
類
品
隙
』
　
を
出
版
す
る
際
、
挿
絵
担
当
に
抜

擢
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

江
漢
と
源
内
の
交
流
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、
か
つ

て
の
江
漢
の
師
で
あ
っ
た
浮
世
絵
師
の
鈴
木
春
信
、
南
亮
派
の
宋
紫
石
は
、
と

も
に
源
内
と
親
し
か
っ
た
た
め
、
早
く
か
ら
存
在
は
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
江
漢
が
源
内
に
近
づ
い
た
の
も
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
　
ご
ろ
と
考
え

ら
れ
、
源
内
邸
に
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
た
直
武
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
江
漢
の
自
記
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
江
漢
が
直
武
に
触
発
さ

れ
て
措
い
た
と
さ
れ
る
肉
筆
眼
鏡
絵
《
江
戸
橋
よ
り
中
洲
を
望
む
》
　
（
図
2
3
）

か
ら
も
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

江
漢
が
天
明
三
年
　
（
一
七
八
三
）
　
に
腐
食
銅
版
画
《
三
園
景
図
》
　
の
制
作

に
成
功
す
る
ま
で
の
間
、
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
蘭
書
は
、
江
漢
の
自

記
に
あ
る
「
ボ
イ
ス
」
　
や
大
槻
玄
沢
が
所
蔵
し
て
い
た
シ
ョ
メ
ー
ル
　
（
N
訝
－

C
F
O
m
e
－
」
禁
中
－
コ
N
）
　
の
『
百
科
事
典
』
　
（
寧
謀
計
秦
迂
盲
一
ぎ
O
r
詮
莞
空

な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
お
い
て
も
、
江
漢
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
　
刊
、

大
槻
玄
沢
訳
考
『
六
物
新
誌
』
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
刊
、
森
島
中
良
著
『
紅

毛
雑
話
』
　
の
挿
絵
の
一
部
を
任
さ
れ
、
蘭
学
者
た
ち
と
の
交
流
に
よ
っ
て
様
々

な
蘭
書
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
が
、
ヨ
ン
ス
ト
ン
の
　
『
禽
獣
魚
介
轟
図
譜
』

に
関
し
て
は
、
源
内
経
由
で
江
漢
が
最
も
早
い
時
期
に
接
し
た
蘭
書
で
あ
る
と
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考
え
ら
れ
る
。

『
禽
獣
魚
介
轟
図
譜
』
　
は
全
七
巻
か
ら
成
り
、
題
記
の
通
り
陸
上
生
物
や
海

洋
生
物
、
鳥
類
、
爬
虫
類
、
昆
虫
、
中
に
は
実
在
し
な
い
想
像
上
の
生
き
物
ま

で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
生
物
を
銅
版
画
で
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
海
洋
編
の
中

に
、
巨
大
な
鯨
が
海
岸
に
揚
げ
ら
れ
た
図
（
以
下
《
ヨ
ン
ス
ト
ン
鯨
図
》
と
表

記
）
　
が
一
頁
分
を
占
め
て
い
る
　
（
図
2
4
）
。
筆
者
は
《
ヨ
ン
ス
ト
ン
鯨
図
》
の

海
岸
線
に
着
目
し
、
江
漢
の
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
版
《
三
園
景
図
》
の
隅

田
川
の
川
縁
と
比
較
し
て
み
た
。
両
者
は
い
く
つ
か
の
類
似
点
が
見
ら
れ
、
と

も
に
水
際
が
大
き
く
湾
曲
し
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
傭
轍
の
角
度
が
一
致
す
る
。

ま
た
、
《
三
園
景
図
》
に
先
立
つ
江
漢
の
肉
筆
眼
鏡
絵
《
江
戸
橋
よ
り
中
洲
を

望
む
》
（
図
2
3
）
　
に
見
ら
れ
る
中
洲
の
水
面
は
、
い
く
つ
も
の
平
行
線
を
単
調

に
重
ね
た
表
現
に
終
始
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
《
三
囲
景
図
》
で
は
水
面
の

細
か
な
さ
ざ
波
の
表
現
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
《
ヨ
ン
ス
ト
ン
鯨
図
》
の

細
か
な
描
写
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
《
ヨ
ン
ス

ト
ン
鯨
図
》
で
は
海
岸
に
揚
げ
ら
れ
た
鯨
の
周
辺
を
取
り
囲
む
見
物
人
や
、
浜

辺
の
奥
ま
で
点
景
人
物
を
措
き
こ
ん
で
お
り
、
特
に
鯨
周
辺
の
人
物
像
が
二
人

一
組
で
向
か
い
合
う
様
子
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
風
景
の
脇
役
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
が
、
江
漢
の
《
三
園
景
図
》
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

江
漢
が
ヨ
ン
ス
ト
ン
の
『
禽
獣
魚
介
轟
図
譜
』
を
見
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
　
に
そ
れ
ぞ
れ
セ
ッ
ト
販
売
し
た
腐
食
銅
版
眼
鏡
絵
の

一
部
《
獅
子
の
い
る
風
景
図
》
（
図
2
5
）
　
に
確
認
で
き
る
。
画
面
右
下
に
威
嚇

す
る
ラ
イ
オ
ン
は
、
先
代
の
宋
紫
石
や
小
田
野
直
武
も
同
図
に
模
写
・
改
変
を

加
え
制
作
さ
れ
て
い
た
　
（
図
2
6
）
。
こ
の
腐
食
銅
版
眼
鏡
絵
《
獅
子
の
い
る
風

景
図
》
か
ら
、
江
漢
が
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
　
以
前
に
　
『
禽
獣
魚
介
最
図
譜
』

を
見
て
い
た
の
ほ
ほ
ほ
確
実
で
あ
る
。

ま
た
、
江
漢
は
《
ヨ
ン
ス
ト
ン
鯨
図
》
に
お
い
て
、
湾
曲
し
た
構
図
以
外
に

画
面
大
半
を
占
め
る
鯨
に
つ
い
て
も
大
き
な
関
心
を
払
っ
て
い
る
。
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
　
か
ら
赴
い
た
長
崎
旅
行
に
お
い
て
、
江
漢
は
平
戸
で
鯨
漁
を
目

撃
し
て
い
る
。
こ
の
出
来
事
は
江
漢
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
記
憶
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
刊
『
西
遊
族
譜
』
、
文
化
二
一
年
（
一
八
一
五
）

成
稿
『
江
漢
西
瀞
日
記
』
　
に
お
い
て
鯨
漁
の
方
法
や
、
そ
の
解
体
図
、
調
理
法

に
至
る
ま
で
挿
絵
を
交
え
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
『
江
漢
西
瀞
日
記
』
　
に
よ

る
と
、
江
漢
が
実
際
の
鯨
を
見
た
の
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
一
二
月

一
五
日
に
平
戸
領
生
月
嶋
で
あ
り
、
そ
の
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

十
二
月
十
五
日
朝
、
鯨
来
ル
ト
云
知
ラ
セ
、
未
飯
不
喰
故
こ
、
ア
ツ
キ
飯

こ
水
ヲ
カ
ケ
一
椀
喰
ヒ
舟
二
乗
ル
、
鯨
所
≧
ヘ
ニ
ケ
見
ヘ
ス
、
晩
七
時
比
、

舟
ヲ
生
月
へ
返
ヘ
サ
ン
ト
ス
ル
時
、
大
嶋
ノ
方
ニ
テ
頻
リ
ニ
印
ヲ
以
マ
ネ

グ
、
夫
よ
り
大
嶋
ノ
方
コ
ギ
行
事
四
里
程
モ
ア
ラ
ン
ト
思
ヒ
ケ
リ

こ
れ
は
、
鯨
が
揚
げ
ら
れ
た
挿
絵
と
と
も
に
添
え
ら
れ
た
文
章
で
あ
る
が
、

鯨
を
一
目
見
た
い
と
い
う
当
時
の
江
漢
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
宗

田
一
氏
に
よ
る
と
、
江
漢
が
わ
ざ
わ
ざ
生
月
鴫
ま
で
渡
り
捕
鯨
を
見
た
の
は
、

大
槻
玄
沢
の
勧
め
に
よ
る
も
の
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
江
漢
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
旅
の
途
中
で
鯨
に
執
着
し
た
の
も
、
銅
版
風
景
画
を
制
作
し
た
天
明
年
間

（
一
七
八
一
・
八
八
）
　
に
『
禽
獣
魚
介
最
図
譜
』
　
で
あ
ら
か
じ
め
鯨
図
を
見
て
、

興
味
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

江
漢
は
そ
の
後
、
長
崎
旅
行
の
記
録
を
も
と
に
、
い
く
つ
か
鯨
に
関
す
る

作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
獅
埼
庵
氏
が
　
『
国
華
』
　
三
八
五
の
中
で
一
部
紹
介
し
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て
い
る
江
漢
筆
《
捕
鯨
図
巻
》
　
（
図
2
7
）
　
で
は
、
巻
末
の
落
款
に
は
「
右
者
遊

子
肥
州
生
月
嶋
図
鯨
漁
趣
　
東
都
　
司
馬
江
漢
「
司
馬
峻
印
」
　
「
君
岳
」
　
（
と
も

に
白
文
方
印
）
」
と
記
録
さ
れ
、
生
月
嶋
で
の
捕
鯨
図
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

特
に
海
岸
に
揚
げ
ら
れ
た
鯨
図
は
『
西
遊
旅
讃
』
の
木
版
挿
絵
（
図
2
8
）
や
『
江

漢
西
瀞
日
記
』
　
（
図
2
9
）
と
図
様
が
共
通
す
る
。
ま
た
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

最
も
早
い
日
本
風
景
　
（
風
俗
）
　
図
の
油
彩
作
品
と
な
っ
た
《
捕
鯨
国
》
　
（
図
1
3
）

で
は
、
画
面
左
上
に
は
　
「
天
明
戊
申
冬
十
二
月
　
遊
於
肥
州
生
月
嶋
　
見
鯨
鋭

飛
動
子
波
涛
之
中
即
採
筆
写
其
趣
　
而
今
玄
所
図
者
傲
西
洋
之
画
法
　
寛
政
甲

寅
初
夏
東
都
江
漢
司
馬
唆
　
J
a
p
a
n
s
c
h
e
e
r
s
t
g
e
w
e
r
k
t
」
と
款
記
の
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
も
江
漢
が
平
戸
で
見
た
捕
鯨
を
も
と
に
し
て
描
い
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

以
上
、
江
漢
の
日
本
創
製
と
さ
れ
る
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
　
制
作
腐
食
銅

版
登
一
国
景
図
》
は
、
一
見
日
本
の
風
景
図
を
措
い
て
は
い
る
も
の
の
、
蘭
書

の
挿
絵
か
ら
転
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
日
本
創
製
と
な
っ
た
腐
食
銅

版
《
三
国
景
図
》
と
、
江
漢
最
初
期
の
日
本
風
景
（
風
俗
）
主
題
で
あ
る
油
彩
《
捕

鯨
図
》
の
双
方
が
、
鯨
図
に
由
来
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
や
が
て
こ
の
湾
曲

し
た
構
図
は
、
大
型
の
油
彩
画
作
品
の
海
岸
線
へ
と
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
と
な

る
。

倉
七
里
浜
図
》
に
関
す
る
基
本
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
塚
原
晃
氏
は
、

洋
風
風
景
図
を
絵
馬
と
し
て
奉
納
し
た
江
漢
の
意
図
と
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い

て
述
べ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
成
瀬
氏
が
し
ば
し
ば
そ
の
革
新
性

を
述
べ
る
よ
う
に
、
江
漢
の
そ
の
後
の
洋
風
画
家
と
し
て
の
様
式
を
確
立
す
る

作
品
と
な
っ
た
。
ま
た
、
塚
原
氏
の
論
考
に
も
あ
る
と
お
り
、
《
相
州
鎌
倉
七

里
浜
図
》
は
愛
宕
神
社
に
奉
納
さ
れ
、
多
く
の
人
々
の
目
に
触
れ
た
作
品
で
あ

り
、
受
容
史
の
点
か
ら
も
重
要
な
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
。

本
図
は
画
面
中
央
上
部
に
「
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
」
と
題
し
、
右
側
に
落
款

「
西
洋
画
士
東
都
江
漢
司
馬
唆
描
写
」
、
そ
の
下
に
は
江
漢
が
印
章
の
代
わ
り
に

よ
く
用
い
た
手
法
で
あ
る
朱
で
「
S
‥
a
．
K
O
？
k
a
n
A
O
‥
－
∞
」
と
サ
イ
ン
が
描
か

れ
て
い
る
。
画
面
左
側
に
は
「
寛
政
丙
辰
夏
六
月
二
十
四
日
」
と
年
紀
が
あ
り
、

寛
政
八
年
二
七
九
六
）
　
夏
の
制
作
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
画
面

上
部
・
右
側
に
大
田
南
畝
　
（
一
七
四
九
・
一
八
二
三
）
、
左
側
に
中
井
　
（
董
堂
）

敬
義
　
（
一
七
五
八
・
一
八
二
一
）
　
に
よ
る
費
が
書
か
れ
て
い
る
。
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昔
掲
城
南
愛
宕
廟

縮
得
姻
波
七
里
長

画
師
百
練
費
工
者

居
然
身
是
対
蓬
壷

今
帰
郭
北
青
山
堂
　
泰
西
洋
画
法
描
江
島

辛
末
夏
日
　
杏
花
園
題

写
出
銀
沙
七
里
図
　
万
頃
隔
涛
望
富
嶽

董
堂
敬
義

第
三
章
油
彩
に
よ
る
日
本
風
景
図
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》

第
一
節
　
作
品
記
述
と
絵
馬
奉
納

《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
に
関
し
て
は
、
成
瀬
不
二
雄
氏
に
よ
っ
て
そ
の
成

立
と
影
響
に
関
す
る
詳
し
い
論
考
が
発
表
さ
れ
、
現
在
に
お
い
て
も
《
相
州
鎌

南
畝
の
詩
題
に
よ
る
と
、
本
図
は
も
と
も
と
懸
額
と
し
て
江
戸
・
芝
の
愛

宕
山
繭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
後
に
外
さ
れ
江
戸
の
書
店
・
青
山
堂
に
帰
し

た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
本
図
は
西
洋
画
法
で
江
ノ
島
を
描
き
、
姻
波
七
里

の
長
さ
に
縮
め
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
左
に
位
置
す
る
中
井
敬

義
の
賛
は
広
い
海
を
隔
て
て
富
士
を
望
み
、
居
な
が
ら
に
し
て
理
想
郷
に
相
対

す
る
よ
う
だ
と
感
嘆
を
表
し
て
い
る
。
黒
田
源
次
氏
は
、
本
図
は
文
化
八
年



（
一
八
二
）
頃
に
愛
宕
神
社
か
ら
外
さ
れ
、
そ
の
こ
ろ
に
江
漢
自
身
の
手
で

修
理
さ
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
本
図
は
従
来
絹
本
に
油
彩
で
あ
っ
た
が
、
修

理
と
と
も
に
紙
に
裏
打
ち
さ
れ
掛
幅
と
な
り
、
画
面
上
部
の
費
も
そ
の
頃
に
書

か
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
現
・
神
戸
市
立
博
物
館
の
池
長
孟
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
収
集
さ
れ
、
本
国
は
二
曲
一
双
の
屏
風
に
改
装
さ
れ
た
。

江
ノ
島
は
、
厳
島
、
竹
生
島
と
並
び
日
本
三
大
弁
財
天
の
一
つ
と
称
さ
れ
、

江
戸
時
代
に
流
行
し
た
名
所
周
遊
の
コ
ー
ス
に
も
含
ま
れ
参
拝
客
を
集
め
た
。

古
く
は
《
一
遍
上
人
絵
伝
》
の
一
部
に
描
か
れ
、
江
戸
時
代
に
も
浮
世
絵
が
盛

ん
に
制
作
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
参
拝
者
と
と
も
に
江
ノ
島
入
り
口
正
面
か
ら

措
か
れ
る
社
寺
参
詣
図
の
伝
統
を
踏
襲
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
ま

た
小
田
野
直
武
も
正
面
か
ら
参
拝
者
と
と
も
に
描
い
た
《
江
ノ
島
図
》
（
図
3
0
）

を
制
作
す
る
一
方
、
山
口
泰
弘
氏
に
よ
っ
て
江
の
島
の
真
景
図
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
《
日
本
風
景
図
》
（
右
幅
）
　
（
図
3
1
）
　
は
、
江
漢
に
先
立
ち
そ

の
因
習
か
ら
解
き
放
た
れ
た
作
と
い
え
る
。
し
か
し
、
縦
長
の
画
面
で
あ
る
が

故
に
空
の
面
積
が
異
様
に
広
く
、
単
幅
で
見
る
と
ど
こ
か
不
安
定
さ
を
感
じ
さ

（

3

2

一

せ
る
。一

方
、
江
漢
は
直
武
同
様
に
江
の
島
の
東
に
位
置
す
る
七
里
ケ
浜
か
ら
の
視

点
を
と
る
が
、
横
長
の
画
面
を
用
い
従
来
の
縦
長
の
狭
視
野
か
ら
急
激
に
視
界

を
開
け
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
大
き
く
湾
曲
し
た
半
円
弧
に
よ
っ
て
、
観
者

の
視
点
は
手
前
の
浜
辺
か
ら
遥
か
先
の
富
士
山
を
望
む
よ
う
に
誘
導
さ
れ
る
。

実
際
に
七
里
ケ
浜
か
ら
見
た
富
士
山
の
位
置
は
、
成
瀬
不
二
雄
氏
に
よ
る
と
江

漢
の
作
品
よ
り
も
右
側
に
見
え
る
と
い
う
。
同
主
題
の
江
漢
の
作
品
に
は
、
富

士
山
を
右
側
の
実
景
ど
お
り
に
描
い
た
作
品
も
数
点
あ
り
（
図
2
1
）
、
江
漢
は

本
国
を
措
く
際
に
意
識
的
に
左
に
寄
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
成
瀬
氏
は
「
画
者
は
実
景
の
写
生
を
傍
ら
に
お
き
、
七
里
ケ
浜
の
海
が
広
く

見
え
、
近
景
か
ら
遠
景
に
至
る
壮
大
な
距
離
感
が
十
分
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、

画
室
内
で
構
想
を
練
っ
た
の
で
あ
告
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
成
瀬
氏
に

ょ
る
と
江
漢
は
実
景
よ
り
も
、
絵
画
と
し
て
の
構
図
を
優
先
さ
せ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
同
氏
の
近
年
の
著
書
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
三
〇
年
来
定
説
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
江
漢
は
消
失
点
の
先
に
富
士
山
を
描
く
こ
と
に

ょ
り
、
観
者
の
全
て
の
視
点
を
富
士
山
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
再
構
成
し
た
の

で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
画
面
（
縦
九
五
・
六
セ
ン
チ
、
横

一
七
八
・
五
セ
ン
チ
）
　
で
あ
る
こ
と
も
関
係
し
、
中
井
敬
義
が
居
な
が
ら
に
し

て
理
想
郷
が
体
現
で
き
る
と
述
べ
た
よ
う
に
、
人
々
は
描
か
れ
た
風
景
そ
の
場

に
居
合
せ
て
い
る
か
の
よ
う
な
臨
場
感
を
体
感
し
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
本
図
が
愛
宕
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
資

料
が
二
点
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
江
漢
が
奉
納
し
た
絵
馬
の
画
題
と
、

そ
れ
を
奉
納
し
た
社
寺
の
名
が
分
か
る
。
ま
ず
、
第
一
に
各
地
に
奉
納
し
た
六

面
の
洋
風
絵
馬
が
箇
条
書
き
に
記
さ
れ
て
い
る
寛
政
二
年
（
一
七
九
九
）
　
の

江
漢
自
身
の
著
書
『
西
洋
画
談
』
　
の
奥
付
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
に
文

化
六
年
（
一
八
〇
九
）
　
に
江
漢
が
自
ら
の
油
彩
画
と
銅
版
画
の
宣
伝
の
為
に
配

布
し
た
「
蘭
画
銅
板
画
引
札
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
各
地
の
社
寺
に
奉
納
し
た
絵

馬
を
箇
条
書
き
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
浅
草
寺
に
油
彩
の
錦
帯
橋
図
を
掲

げ
、
こ
れ
を
洋
風
風
景
画
の
描
き
お
さ
め
す
る
と
宣
言
し
た
引
札
で
あ
る
。
以

上
、
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
江
漢
は
寛
政
八
年
　
（
一
七
九
六
）
　
か
ら
文
化
一
三
年

（
一
八
一
六
）
　
の
三
一
年
の
間
に
、
一
二
面
の
洋
風
画
絵
馬
を
神
社
仏
閣
に
奉

納
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
う
ち
、
現
存
し
て
い
る
の
は
二
面
で
あ
り
、
《
相

州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
と
広
島
の
厳
島
神
社
に
懸
け
ら
れ
た
《
木
更
津
浦
之
図
》
（
図
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1
8
）
　
で
あ
る
。

塚
原
晃
氏
に
よ
る
と
、
特
性
上
公
共
の
場
で
あ
る
社
寺
に
、
絵
馬
と
し
て

作
品
を
懸
け
る
と
い
う
行
為
は
、
不
特
定
多
数
の
人
々
の
目
に
触
れ
る
機
会
が

多
い
た
め
知
名
度
を
上
げ
る
に
は
効
果
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
江
漢
が
自
ら
の

作
品
を
宣
伝
す
る
た
め
に
各
地
の
社
寺
を
積
極
的
に
利
用
し
た
と
考
え
る
な
ら

ば
、
塚
原
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
絵
馬
奉
納
と
い
う
行
為
は
自
ら
を
風
景
画

家
と
し
て
世
間
に
表
明
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

《
相
川
鎌
倉
七
里
浜
図
》
が
江
漢
に
と
っ
て
最
初
期
の
油
彩
日
本
風
景
図
で
あ

り
、
以
後
の
様
式
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
江
漢
は
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
を
利
用
し
洋
風
風
景
の
専
門
画
家
と
し

て
世
間
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
江
漢
以
前
に
社
寺
に
懸
け
ら
れ
た
洋
風
画
と
い
え
ば
、
五
百
羅
漢

寺
に
奉
納
さ
れ
た
フ
ァ
ン
・
ロ
イ
エ
ン
　
（
W
i
E
e
m
冒
e
d
e
r
i
c
k
昌
n
R
O
y
e
n
〉

－
監
早
－
這
い
）
　
筆
《
花
鳥
図
》
　
で
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
一
般
公

開
さ
れ
た
唯
一
の
西
洋
油
彩
画
で
あ
っ
た
た
め
、
大
き
な
反
応
を
引
き
起
こ

し
た
と
い
わ
れ
る
。
原
図
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

一
一
月
に
な
さ
れ
た
石
川
大
浪
　
（
一
七
六
二
・
一
八
一
七
）
　
と
弟
の
孟
高

（
一
七
六
三
・
一
八
二
六
）
　
の
精
微
な
模
写
に
よ
っ
て
、
そ
の
様
子
を
伺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
石
川
兄
弟
の
模
写
を
さ
ら
に
模
写
し
た
谷
文
晃

二
七
六
三
・
一
八
四
一
）
　
の
作
も
有
名
で
あ
る
が
、
石
川
兄
弟
以
前
に
も
多

く
の
模
写
が
な
さ
れ
た
。
江
漢
の
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
を
始
め
と
す
る
絵

馬
奉
納
活
動
の
一
端
に
は
、
こ
の
五
百
羅
漢
寺
に
奉
納
さ
れ
た
フ
ァ
ン
・
ロ
イ

エ
ン
の
《
花
鳥
図
》
を
意
識
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
江
漢
も
フ
ァ
ン
・

ロ
イ
エ
ン
の
よ
う
に
同
じ
く
自
身
の
油
彩
画
を
不
特
定
多
数
の
人
々
の
目
に
触

れ
さ
せ
、
称
賛
さ
れ
る
機
会
を
狙
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
節
眼
鏡
絵
と
の
関
係

次
に
、
眼
鏡
絵
と
し
て
用
い
ら
れ
た
浮
絵
の
構
図
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
取

り
上
げ
、
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

最
初
期
の
浮
絵
は
眼
鏡
絵
に
先
行
し
て
江
戸
で
制
作
さ
れ
た
。
そ
れ
は

元
文
元
年
（
一
七
四
〇
）
の
作
と
推
定
さ
れ
る
奥
村
政
信
（
一
六
八
六
－

一
七
六
四
）
の
《
芝
居
狂
言
舞
台
顔
見
世
大
浮
世
絵
》
（
図
3

2
）
で
あ
る
が
、

政
信
が
ど
こ
で
透
視
遠
近
法
を
知
り
得
た
の
か
は
明
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
西

洋
の
遠
近
法
を
取
り
入
れ
た
浮
絵
の
起
源
は
未
だ
推
測
の
域
を
出
て
い
な
い
。

そ
れ
は
直
接
的
に
西
洋
か
ら
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
く
、
一
八
世
紀
初
頭
に

舶
来
し
た
西
洋
の
透
視
遠
近
法
を
模
倣
し
た
中
国
の
蘇
州
版
画
を
経
由
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

や
が
て
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
・
六
四
）
半
ば
ご
ろ
か
ら
明
和
年
間

（
一
七
六
四
・
七
二
）
初
頭
に
か
け
て
反
射
式
覗
き
眼
鏡
が
京
都
に
出
現
し
、

そ
の
眼
鏡
絵
を
手
掛
け
た
の
が
高
級
玩
具
商
の
尾
張
屋
中
島
勘
兵
衛
の
も
と
で

奉
公
し
て
い
た
若
き
日
の
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
一
九
五
）
で
あ
っ
た
。
応
挙

筆
眼
鏡
絵
の
画
面
構
成
に
注
目
し
た
佐
々
木
丞
平
氏
・
佐
々
木
正
子
氏
は
、
応

挙
は
舶
来
し
た
眼
鏡
絵
か
ら
、
底
面
（
地
面
）
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

じ
る
三
次
元
空
間
の
表
現
を
学
ん
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
両
氏
は
応
挙

の
《
祇
園
祭
》
（
図
3
3
）
を
例
に
挙
げ
、
地
面
と
山
鉾
の
角
度
に
よ
っ
て
見
え

る
部
分
や
面
を
分
析
し
、
観
者
の
視
点
は
向
か
い
の
建
物
の
窓
か
ら
と
限
定
で

き
る
こ
と
か
ら
応
挙
の
透
視
図
法
の
使
用
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

応
挙
が
参
考
に
し
た
輸
入
品
の
眼
鏡
絵
は
主
に
中
国
製
（
図
3
4
）
で
あ
っ
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た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
応
挙
に
影
響
を
受
け
た
歌
川
豊
春
（
一
七
三
五
・

一
八
一
四
）
　
は
西
洋
風
景
図
の
浮
絵
を
数
点
制
作
し
て
お
り
（
図
3
5
）
、
そ
の

中
に
は
原
図
が
判
明
す
る
も
の
も
あ
る
。
豊
春
の
浮
絵
に
よ
っ
て
、
中
国
製
の

中
に
西
洋
製
の
銅
版
眼
鏡
絵
も
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
　
（
図
3
6
）
。
豊

春
は
江
戸
に
下
り
、
明
和
年
間
末
（
一
七
七
〇
年
代
初
期
）
　
に
江
戸
名
所
の
浮

絵
を
多
数
制
作
し
た
　
（
図
3
7
）
。
岸
文
和
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
豊
春
の
制

作
す
る
浮
絵
は
従
来
江
戸
で
発
展
し
た
政
信
ら
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
視
点

が
広
が
り
雑
多
な
江
戸
の
町
の
向
こ
う
側
に
わ
ず
か
に
水
平
線
が
意
識
さ
れ
、

画
面
が
整
理
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
を
極
度
に
推
し
進
め
た
も
の
が
、
小
田

野
直
武
の
肉
筆
眼
鏡
絵
で
あ
ろ
う
。
直
武
の
眼
鏡
絵
の
多
く
は
水
平
線
や
地
平

線
を
強
調
し
た
単
調
な
構
図
が
目
立
つ
　
（
図
3
8
）
。
直
武
画
は
従
来
と
比
較
し

て
画
面
全
体
の
垂
心
が
下
が
り
、
空
の
面
積
が
大
き
く
な
り
、
よ
り
観
者
の
視

線
に
近
く
安
定
感
の
あ
る
構
図
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
続
く

江
漢
の
腐
食
銅
版
眼
鏡
絵
は
、
二
つ
の
《
三
国
景
図
》
に
見
た
よ
う
に
ヨ
ン
ス

ト
ン
の
原
図
を
取
り
入
れ
た
奥
行
き
あ
る
表
現
に
よ
っ
て
先
代
の
透
視
遠
近
法

を
消
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
真
っ
青
に
塗
ら
れ
た
空
も
眼
鏡
絵
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
西
洋

か
ら
輸
入
さ
れ
た
銅
版
眼
鏡
絵
　
（
図
3
6
）
　
の
み
な
ら
ず
、
中
国
製
も
空
が
青
く

塗
ら
れ
て
い
る
　
（
図
3
4
）
。
従
来
日
本
美
術
の
中
で
空
の
表
現
は
、
余
白
か
金

雲
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
り
、
眼
鏡
絵
舶
来
以
前
は
青
く
表
現

し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
応
挙
の
眼
鏡
絵
は
外
国
製
に

習
う
か
の
よ
う
に
、
空
が
ど
れ
も
真
っ
青
に
塗
ら
れ
て
お
り
、
豊
春
も
夜
景
表

現
な
ど
で
空
に
色
が
付
い
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
後
の
直
武
の
肉
筆
眼
鏡
絵
や

江
漢
の
腐
食
銅
版
眼
鏡
絵
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》

も
眼
鏡
絵
同
様
に
真
っ
青
な
空
が
特
徴
的
で
あ
る
。
江
漢
同
様
に
眼
鏡
絵
を
制

作
し
た
応
挙
や
直
武
も
、
そ
の
後
の
自
身
の
山
水
図
や
花
鳥
図
に
お
い
て
空
を

青
く
塗
っ
た
作
品
は
見
ら
れ
る
が
、
江
漢
は
と
り
わ
け
印
象
的
で
あ
る
。
そ
し

て
構
図
に
至
っ
て
は
、
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
　
の
湾
曲
し
た
浜
辺
は
、
江
漢

自
身
に
よ
る
二
つ
の
眼
鏡
絵
《
三
園
貴
国
》
つ
ま
り
ヨ
ン
ス
ト
ン
か
ら
派
生
し
、

発
展
し
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

そ
も
そ
も
眼
鏡
絵
の
特
徴
と
求
め
ら
れ
た
機
能
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
る

と
、
レ
ン
ズ
越
し
に
見
る
眼
鏡
絵
は
、
江
漢
の
塾
徒
等
に
よ
る
「
銅
版
画
覗
目

鏡
引
札
」
に
「
山
水
草
木
菅
生
ず
る
が
如
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
現

在
で
い
う
三
次
元
画
像
に
匹
敵
す
る
程
、
ま
さ
に
絵
が
飛
び
出
す
か
の
ご
と
く

立
体
的
に
見
え
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
覗
き
眼
鏡
や
か
ら
く
り
が
も
て
は
や
さ

れ
た
の
は
、
あ
た
か
も
観
者
が
実
際
の
景
色
に
立
ち
会
っ
て
い
る
か
の
様
な
錯

覚
を
体
感
で
き
る
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
実
際
に
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

刊
の
酒
落
本
『
両
国
莱
』
　
に
お
い
て
、
覗
き
か
ら
く
り
興
行
の
様
子
を
記
し
た

資
料
が
あ
る
。

次
に
お
目
に
か
け
ま
す
る
が
、
当
初
両
国
の
景
色
で
ご
ざ
り
ま
す
、
正
面

な
則
両
国
橋
は
し
の
長
カ
さ
は
凡
九
十
六
間
、
む
か
ふ
に
兄
へ
ま
す
る
は

ゑ
か
う
い
ん
、
橋
の
こ
な
た
は
広
か
う
じ
、
見
せ
も
の
茶
み
せ
の
て
い
、

右
は
本
所
一
ツ
目
、
元
柳
橋
、
大
橋
、
三
ツ
ま
た
、
永
代
を
限
り
て
み
へ

ま
す
、
又
ツ
た
左
り
は
北
本
所
駒
止
橋
、
し
い
の
木
、
三
困
り
、
う
し
の

ご
ぜ
ん
、
角
田
川
の
土
手
を
見
晴
し
、
空
に
は
都
鳥
が
飛
か
ふ
さ
ま
、
て

ま
へ
か
た
は
柳
橋
、
御
く
ら
ま
へ
、
お
む
ま
や
か
し
の
渡
し
、
少
し
さ
が

り
ま
し
て
、
川
中
へ
さ
し
出
ま
し
た
は
、
し
ゆ
び
の
松
、
夫
よ
り
こ
ま
か

た
堂
、
竹
町
花
川
戸
　
浅
草
く
わ
ん
ぜ
お
ん
に
は
五
重
の
塔
、
ま
つ
ち
山
、
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今
戸
橋
二
は
、
山
谷
船
が
の
り
こ
ミ
、
ま
つ
先
キ
、
角
田
川
の
渡
し
ま
で
、

か
す
か
に
兄
へ
渡
り
ま
す
、
扱
是
よ
り
ハ
、
夜
分
の
景
色
、
夕
す
ゞ
み
の

て
い
に
ご
ざ
り
ま
す
る
　
（
中
略
）
　
茶
屋
ゝ
の
あ
ん
ど
う
、
ち
ゃ
う
ち
ん
、

一
度
に
火
を
て
ん
じ
ま
し
て
、
空
に
は
、
月
星
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
、
玉
や
、

か
ざ
や
ハ
、
左
右
に
立
別
れ
ま
し
て
、
り
う
せ
い
玉
、
火
は
し
く
だ
り
等

の
、
花
火
を
あ
げ
ま
す
る
、
細
工
と
手
ぎ
わ
に
お
目
を
留
ら
れ
、
御
覧
ン

下
さ
れ
ま
せ
う
　
（
後
略
）
　
（
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）

語
り
部
が
テ
ン
ポ
の
良
い
口
調
で
、
覗
き
か
ら
く
り
を
通
し
て
江
戸
名
所
の

両
国
図
を
、
ま
さ
に
そ
の
両
国
の
場
で
観
客
に
見
せ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
見

物
客
は
箱
の
中
の
虚
像
と
実
風
景
が
同
一
空
間
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
楽

し
み
、
眼
鏡
絵
の
迫
力
や
臨
場
感
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
考
え
る
と
、
《
三
岡
景
図
》
と
同
様
に
透
視
遠
近
法
で
表
現
さ
れ
た
《
相

州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
は
左
右
反
転
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
江
漢
は
眼
鏡
絵
と

同
じ
効
果
を
想
定
し
て
大
画
面
に
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
そ

れ
は
、
近
景
、
中
景
、
遠
景
を
配
し
た
横
長
の
眼
鏡
絵
の
画
面
を
巨
大
化
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
に
奥
行
き
と
パ
ノ
ラ
マ
的
効
果
を
脅
し
、
わ
ざ
わ
ざ

覗
か
な
く
て
も
観
者
が
ま
る
で
作
品
の
風
景
と
一
体
感
を
味
わ
え
る
よ
う
な
仕

掛
け
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
江
漢
は
　
『
西
洋
画
談
』
　
で
　
「
小
画
二
至
り
て
ハ
、
鏡

二
移
し
見
る
、
彼
国
の
法
な
り
」
と
述
べ
、
西
洋
の
小
型
作
品
は
眼
鏡
絵
と
思

い
込
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
眼
鏡
絵
自
体
が
異
国
情
緒
漂
わ

せ
る
も
の
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
江
漢
は
従
来
の
小
型

の
眼
鏡
絵
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
に
、
眼
鏡
絵
自
体
の
画
面
を
大
型
化
さ
せ

る
こ
と
も
考
え
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
腐
食
銅
版
画
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
大

き
さ
で
あ
っ
た
の
で
、
江
漢
は
そ
れ
に
代
わ
る
西
洋
画
法
と
し
て
油
彩
と
い
う

手
法
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
油
彩
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
は
腐
食

銅
版
眼
鏡
絵
制
作
の
延
長
線
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
透
視
遠
近
法
を
用
い
て
臨
場

感
あ
る
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
措
い
た
の
は
、
レ
ン
ズ
不
要
の
巨
大
な
眼
鏡
絵
に

見
立
て
て
制
作
し
た
か
ら
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
証
拠
に
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
上
部
の
賛
を
除
け
て
作
品
部
分
だ
け

を
見
れ
ば
、
奥
村
政
信
か
ら
引
き
継
が
れ
る
画
面
枠
外
に
題
記
や
版
元
な
ど
を

記
し
た
浮
絵
の
構
図
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
　
（
図
3
9
）
。
こ
う
し
た
枠
の
あ

る
浮
絵
は
、
岸
文
和
氏
に
よ
る
と
「
枠
の
あ
る
横
絵
」
と
呼
ば
れ
、
異
国
か
ら

の
透
視
遠
近
法
を
用
い
た
浮
絵
の
形
式
的
特
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
一

万
、
一
足
早
く
京
都
で
制
作
さ
れ
て
い
た
眼
鏡
絵
は
、
落
款
を
入
れ
る
習
慣
が

見
ら
れ
ず
、
作
品
の
裏
に
記
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
江
漢
の
腐
食

銅
版
眼
鏡
絵
の
款
記
に
は
画
面
内
外
に
　
「
日
本
創
製
」
と
記
し
た
も
の
が
い
く

つ
か
あ
る
。
こ
れ
は
、
江
漢
が
江
戸
の
浮
絵
の
形
式
を
眼
鏡
絵
に
導
入
し
、
観

者
に
「
日
本
創
製
」
を
強
く
主
張
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
《
相
州
鎌
倉
七

里
浜
図
》
の
画
面
右
側
に
あ
る
落
款
「
西
洋
画
士
東
都
江
漢
司
馬
唆
描
写
」
も

そ
う
し
た
眼
鏡
絵
で
の
主
張
を
利
用
し
た
と
い
え
る
。
こ
れ
が
社
寺
に
懸
け
ら

れ
、
一
般
公
開
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
な
お
さ
ら
江
漢
の
意
図
は
明
ら
か

で
あ
る
。

以
上
か
ら
《
相
川
鎌
倉
七
里
浜
図
》
は
、
従
来
の
小
型
眼
鏡
絵
か
ら
の
脱
却

を
目
指
し
、
あ
く
ま
で
西
洋
画
法
に
こ
だ
わ
っ
た
洋
風
画
家
と
し
て
の
江
漢
の

一
つ
の
到
達
点
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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結
び
に
代
え
て

以
前
筆
者
は
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
に
つ
い
て
、
文
化
八
年
（
一
八
二
）

の
江
漢
の
自
筆
本
『
春
波
楼
筆
記
』
　
に
あ
る
「
写
真
す
る
の
法
」
を
試
み
た
作

品
で
あ
る
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
江
漢
の
い
う
「
写
真
」
と
は
、
唐
絵
の
よ

う
に
無
名
の
山
水
を
描
く
の
で
は
な
く
、
風
景
を
真
に
写
す
こ
と
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
、
そ
の
写
実
的
描
写
が
可
能
な
様
式
は
蘭
画
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

江
漢
の
最
初
の
油
彩
日
本
風
景
図
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
は
江
漢
が
ま
さ
に

実
在
す
る
風
景
を
西
洋
画
法
で
「
写
真
」
し
て
見
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
さ
ら
に
江
漢
が
そ
れ
を
社
寺
に
奉
納
し
た
の
は
、
同
時
代
既
に
銅
版
画
や

洋
風
画
に
長
け
た
絵
師
が
次
々
出
現
す
る
こ
と
へ
の
焦
り
や
反
発
の
中
で
、
腐

食
銅
版
画
に
代
わ
る
自
ら
の
新
た
な
画
風
を
模
索
し
確
立
し
た
こ
と
を
表
明
す

る
た
め
で
あ
っ
た
と
も
指
摘
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
稿
で
新
た
に
検
証
し
た
ヨ
ン
ス
ト
ン
か
ら
由
来
す
る
《
三
園

景
図
》
以
来
の
湾
曲
し
た
構
図
が
、
風
景
版
画
を
は
じ
め
と
す
る
後
世
の
画
家

た
ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
成
瀬
不
二
雄
氏
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
明
治
時
代
以
前
の
日
本
に
、
宗
教
や
文
学
か
ら
解
放
さ
れ
た
写
実
的
な
風

景
表
現
を
大
い
に
普
及
さ
せ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
江
漢
の
油
彩
日
本
風
景
図

が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
補
う
べ
く
、
江
漢
の
腐
食
銅
版

眼
鏡
絵
の
制
作
と
構
図
に
つ
い
て
再
考
し
、
眼
鏡
絵
に
使
用
さ
れ
た
浮
絵
の
構

図
や
、
レ
ン
ズ
越
し
に
見
る
眼
鏡
絵
の
臨
場
感
を
大
型
油
彩
の
《
相
州
鎌
倉
七

里
浜
図
》
に
応
用
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
　
の
江
漢
塾
徒
等
に
よ
る
「
銅
版
画
覗
目
鏡
引
札
」

で
は
、
レ
ン
ズ
越
し
に
見
る
眼
鏡
絵
を
「
山
水
草
木
皆
生
ず
る
が
如
シ
」
と
あ
っ

た
が
、
こ
の
状
態
が
江
漢
の
い
う
「
写
真
」
に
近
い
視
覚
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
レ
ン
ズ
不
用
で
あ
り
な
が
ら
、
レ
ン
ズ
を
通
し

て
見
る
ま
る
で
巨
大
眼
鏡
絵
の
視
覚
に
似
た
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
は
、
江

漢
の
目
指
し
た
　
「
写
真
」
　
に
限
り
な
く
近
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
　
の
『
西
洋
画
談
』
に
は
次
の
一
節
が
あ
る
。

世
の
人
西
洋
画
を
。
惟
浮
書
一
と
覚
へ
た
る
輩
多
し
。
捧
復
に
た
へ
ざ
る
事

と
云
べ
し
。
如
何
と
な
れ
バ
。
画
は
毎
ゝ
云
ふ
如
く
。
写
真
二
非
サ
れ
バ

妙
と
為
る
こ
た
ら
ず
。
叉
書
一
と
す
る
こ
た
ら
ず
。
其
写
真
と
云
ハ
。
山
水

花
鳥
牛
羊
木
石
昆
虫
の
類
を
画
く
こ
。
毎
レ
見
二
新
こ
し
て
。
董
中
の
品

物
悉
く
飛
動
す
る
が
如
し
。
（
後
略
）

こ
れ
は
、
当
時
浮
絵
の
流
行
に
伴
っ
て
浮
絵
自
体
が
西
洋
画
法
と
誤
認
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
江
漢
が
西
洋
画
法
と
は
「
写
真
」
　
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
江
漢
は
浮
絵
と
西
洋
画
の
　
「
写
真
」

を
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
お
り
、
先
述
し
た
　
「
銅
版
画
覗
目
鏡
引
札
」
　
か
ら
、

恐
ら
く
江
漢
は
単
な
る
浮
絵
と
レ
ン
ズ
越
し
の
眼
鏡
絵
も
区
別
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
江
漢
の
自
記
で
「
写
真
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
た
の
は
こ
の
『
西

洋
画
談
』
が
最
初
で
あ
り
、
明
ら
か
に
《
相
川
鎌
倉
七
里
浜
図
》
完
成
後
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
江
漢
は
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
に
お
い
て
、
眼
鏡
絵
制
作
の

経
験
を
踏
襲
し
っ
つ
も
、
こ
の
　
「
写
真
」
を
実
践
す
る
べ
く
新
た
な
油
彩
日
本

風
景
図
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
、
従
来
の
小
型
の
浮
絵
や
眼
鏡
絵
の
枠
組
み
を
乗

り
越
え
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
。
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T注

司
馬
江
漢
「
西
洋
画
談
」
一
七
九
九
年
＝
朝
倉
治
彦
他
編
『
司
馬
江
漢
全
集
』
三
（
全
四
巻
）
、

八
坂
書
房
、
一
九
九
三
年
、
一
四
三
頁
　
（
以
下
、
『
司
馬
江
漢
全
集
』
　
（
一
二
二
）
　
に
収
録

さ
れ
た
江
漢
の
著
書
を
参
照
す
る
際
、
初
出
の
場
合
を
除
き
編
者
と
出
版
年
は
省
略
し
書

名
で
表
記
す
る
）
。

成
瀬
不
二
雄
『
司
馬
江
漢
生
涯
と
画
業
』
　
（
本
文
編
）
八
坂
書
房
、
一
九
九
五
年
、
五
〇
頁
。

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
序
・
天
明
七
年
二
七
八
七
）
　
刊
の
大
槻
玄
沢
著
『
蘭
学
階
梯
』

上
巻
に
蘭
学
者
・
前
野
良
沢
の
門
下
と
し
て
司
馬
江
漢
の
名
前
が
あ
る
。
「
（
前
略
）
　
是
レ

ヨ
リ
シ
テ
同
好
ノ
二
三
子
、
尾
膝
、
鶉
斉
、
淳
庵
、
月
池
、
龍
橋
、
嶺
、
石
川
、
桐
山
、

東
渓
、
東
蘭
、
順
卿
、
淡
浦
、
祝
園
、
江
漢
ノ
諸
子
及
ビ
余
茂
質
ガ
輩
其
門
二
従
瀞
シ
其

謹
書
詩
文
ノ
法
ヲ
習
得
テ
　
（
後
略
）
」
　
（
大
槻
玄
沢
「
蘭
学
階
梯
」
一
七
八
三
年
‥
大
槻
茂

雄
編
　
『
磐
水
存
響
』
東
京
、
一
九
一
二
年
、
一
三
頁
）
。

（
4
）
　
岡
泰
正
　
『
め
が
ね
絵
新
考
・
浮
世
絵
師
た
ち
が
の
ぞ
い
た
西
洋
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二

年
、
七
七
頁
。

（
5
）
　
浮
絵
は
西
洋
の
遠
近
法
を
使
用
し
た
浮
世
絵
の
こ
と
で
あ
る
。
眼
鏡
絵
と
し
て
制
作
さ
れ

た
絵
は
浮
絵
で
あ
る
が
、
浮
絵
は
必
ず
し
も
眼
鏡
絵
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
江
戸
で

奥
村
政
信
ら
が
制
作
し
た
浮
絵
は
、
京
都
発
祥
の
応
挙
ら
に
よ
る
眼
鏡
絵
に
先
行
し
て
制

作
さ
れ
た
。

（
6
）
　
「
銅
板
画
覗
目
鏡
引
札
」
一
八
〇
九
年
‥
『
司
馬
江
漢
全
集
』
　
二
、
三
六
六
・
三
六
七
頁
。

（
7
）
　
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
　
の
　
「
銅
版
画
覗
目
鏡
引
札
」
に
「
作
ル
処
ノ
画
五
品
ハ
骨
本
朝

ノ
図
ナ
リ
、
又
一
回
ハ
紅
毛
ヲ
模
写
ナ
リ
」
と
あ
り
、
こ
の
　
「
本
朝
ノ
図
五
品
」
と
は
成

瀬
不
二
雄
氏
に
よ
る
と
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
　
《
三
園
景
図
》
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）

《
御
茶
水
景
図
》
《
広
尾
親
父
茶
屋
図
》
《
不
忍
之
地
図
》
の
他
に
、
無
款
の
《
中
洲
夕
涼
図
》

が
加
わ
り
計
五
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
残
り
の
　
「
紅
毛
ヲ
模
写
ナ
リ
」
　
は
《
広
尾
親

父
茶
屋
図
》
　
の
風
景
を
反
転
さ
せ
た
《
獅
子
の
い
る
風
景
図
》
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て

い
る
　
（
成
瀬
、
前
出
、
一
二
六
・
一
二
七
頁
）
。

（
8
）
　
成
瀬
不
二
雄
『
江
戸
時
代
洋
風
画
史
1
桃
山
時
代
か
ら
幕
末
ま
で
』
　
中
央
公
論
美
術
出
版

社
、
二
〇
〇
二
年
、
二
一
七
頁
。

（
9
）
菅
野
陽
『
江
戸
の
銅
版
画
』
新
潮
社
、
一
九
八
三
年
‥
新
訂
版
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
三

年
、
七
九
頁
。

（
10）
同
前
。

（
1
1
）
江
漢
は
長
崎
に
お
い
て
、
唐
絵
自
利
職
で
あ
っ
た
荒
木
元
融
（
一
七
三
五
・
九
四
）
を
訪

ね
た
の
み
で
あ
る
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
一
〇
月
二
〇
日
の
記
事
で
は
「
廿
日
、
雨
天
、

鍛
治
町
荒
木
為
之
進
と
云
フ
者
の
処
へ
行
ク
、
之
ハ
画
鑑
定
の
役
こ
て
、
夫
故
画
も
す
こ

し
描
な
り
、
一
向
の
下
手
」
と
厳
し
い
批
判
を
し
て
い
る
（
司
馬
江
漢
「
江
漢
西
済
日
記
」

一
八
一
五
年
‥
『
司
馬
江
漢
全
集
』
一
、
三
一
四
頁
）
。
そ
の
代
わ
り
に
江
漢
は
長
崎
通
詞
・

本
木
良
永
（
一
七
三
五
・
一
七
九
四
）
と
交
流
し
西
洋
天
文
学
に
関
心
を
寄
せ
、
寛
政
年

間
（
一
七
八
九
・
一
八
〇
〇
）
の
自
然
科
学
関
連
の
銅
版
画
に
は
そ
の
影
響
を
見
出
せ
る
。

（
12）
「
江
漢
西
源
日
記
」
‥
『
司
馬
江
漢
全
集
』
一
、
三
八
七
頁
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
二
月

一
九
日
の
条
に
「
長
崎
の
図
を
措
キ
兼
殴
堂
へ
遣
ス
」
と
あ
る
の
で
、
本
国
が
相
当
す
る

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
《
長
崎
港
図
》
の
み
画
面
内
上
部
中
央
に
正
文
字
で
「
N
a
g
a
s
a
q
u
i

n
O
D
s
L
（
長
崎
の
図
）
と
題
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
天
明
年
間
（
一
七
八
一
・
八
八
）
の
制
作
と
さ
れ
る
紙
本
油
彩
《
晩
子
和
尚
像
》
が
あ
る
。
『
江

漢
西
藤
日
記
』
に
長
崎
旅
行
の
往
路
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
六
月
二
四
日
に
駿
河
藤

枝
の
大
塚
家
に
滞
在
し
た
際
、
江
漢
は
油
彩
画
《
老
師
父
図
》
を
所
持
し
、
ま
た
油
彩
画

を
措
い
て
み
せ
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
る
。
「
廿
四
日
、
（
中
略
）
蝋
画
パ
ウ
リ
エ
ス
と

云
フ
半
身
の
異
人
ノ
像
な
り
、
髭
の
チ
リ
く
と
し
た
る
処
、
誠
に
活
ル
ガ
如
し
、
見
物

の
者
奇
異
の
思
ヒ
を
な
す
、
（
中
略
）
廿
五
日
、
天
気
、
蝋
画
を
措
ク
、
皆
き
き
も
ヲ
ツ
ブ
ス
」

（
「
江
漢
西
源
日
記
」
‥
『
司
馬
江
漢
全
集
』
一
、
二
四
六
頁
）
。

（
1
4
）
成
瀬
、
前
出
、
一
九
九
五
年
、
一
六
三
頁
。

（
1
5
）
四
月
一
三
日
、
二
一
日
、
二
三
日
、
五
月
二
日
に
江
漢
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。

（
16）
成
瀬
不
二
雄
「
司
馬
江
漢
の
七
里
浜
ケ
図
を
め
ぐ
っ
て
－
洋
風
日
本
風
景
図
の
成
立
と
そ

の
影
響
」
『
大
和
文
革
』
六
一
、
一
九
七
六
年
、
一
〇
頁
。

（
1
7
）
源
内
は
讃
岐
高
松
藩
の
小
吏
の
子
に
生
ま
れ
、
本
草
学
を
修
め
藩
主
の
御
薬
坊
主
を
し
て

い
た
が
、
自
由
な
身
で
本
草
学
や
物
産
学
の
研
究
を
希
望
し
、
脱
藩
し
た
後
は
生
涯
浪
人

と
し
て
過
ご
し
た
。
源
内
は
本
草
学
や
物
産
学
の
集
大
成
で
あ
る
『
物
類
品
隣
』
の
他
、
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『
神
霊
矢
口
渡
』
な
ど
の
浄
瑠
璃
や
『
風
流
志
道
軒
伝
』
『
放
屈
論
』
な
ど
の
戯
文
も
著
し
、

一
方
で
火
浣
布
、
寒
暖
計
、
エ
レ
キ
テ
ル
の
発
明
も
行
い
、
さ
ら
に
は
鉱
山
経
営
を
行
う

な
ど
の
多
才
ぶ
り
を
発
揮
し
た
。

（
1
8
）
　
「
源
内
は
ヨ
ン
ス
ト
ン
ス
と
云
ふ
蘭
書
は
五
六
十
金
の
物
に
て
、
家
財
夜
具
ま
で
も
売
り

払
い
、
此
書
を
得
た
り
、
此
蘭
書
は
、
世
界
中
の
生
類
を
集
め
た
る
本
に
て
、
獅
子
、

龍
其
外
日
本
人
見
ざ
る
所
の
物
を
生
写
に
し
た
る
事
、
か
ず
か
き
り
な
し
、
今
は
此
書

も
所
持
し
た
る
者
あ
り
け
る
が
、
其
頃
は
か
つ
て
な
し
」
（
司
馬
江
漢
「
春
波
楼
筆
記
」

一
八
二
年
‥
『
司
馬
江
漢
全
集
』
　
二
、
五
〇
頁
）
。

（
誓
　
江
戸
時
代
後
期
の
奥
羽
の
荘
内
藩
医
・
鳥
海
玄
柳
（
一
七
五
九
二
八
三
七
）
が
、
荘
内

藩
士
・
池
田
玄
斎
二
七
七
五
二
八
二
五
）
　
に
贈
っ
た
随
筆
『
翁
左
備
』
に
見
ら
れ
る
。

し
か
し
『
翁
左
備
』
原
本
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
玄
意
が
そ
れ
を
抜
粋
書
写
し
た
『
翁

左
備
抜
書
』
　
（
一
巻
）
　
（
酒
井
市
立
光
丘
図
書
館
蔵
）
　
が
現
存
し
て
い
る
。
内
容
は
、
詳
し

い
源
内
小
伝
が
記
さ
れ
て
お
り
、
源
内
に
関
す
る
人
物
に
も
及
ん
で
い
る
。
直
武
が
洋
風

画
家
を
目
指
し
た
頃
の
江
漢
を
指
導
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
し
秋
田
よ
り
帰
り
に
、
藩
中
の
二
男
な
る
小
田
野
武
助
（
直
武
）
と
云
人
同

居
に
連
れ
来
り
、
画
人
と
て
、
紅
毛
画
上
手
こ
て
、
浮
画
、
眼
鏡
の
絵
、
紅
毛
本

草
の
画
抜
粋
に
、
都
て
蘭
画
の
吾
人
多
く
な
り
た
る
は
、
此
人
始
め
也
、
と
の
浮

画
書
き
司
馬
江
漢
も
初
め
武
助
に
習
て
名
高
く
一
家
を
な
し
ぬ
　
（
後
略
）
　
（
武
塙
林

太
郎
、
成
瀬
不
二
雄
「
小
野
田
直
武
と
司
馬
江
漢
の
関
係
に
つ
い
て
」
『
美
術
史
』

七
〇
、
一
九
六
八
年
、
四
一
頁
）
。

（
2
0
）
　
成
瀬
不
二
雄
編
『
司
馬
江
漢
全
集
』
　
四
、
八
坂
書
房
、
一
九
九
三
年
、
三
五
頁
。

（
2
1
）
　
『
西
洋
画
談
』
と
『
和
蘭
通
舶
』
　
に
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
江
漢
が
引
用
す
る
「
ボ

イ
ス
」
と
は
書
名
で
は
な
く
、
『
科
学
の
諸
分
野
と
有
益
な
知
識
の
す
べ
て
を
含
む

新
完
全
科
学
技
術
書
』
　
（
≧
訂
巨
益
ヂ
岩
罫
当
§
：
書
雪
計
已
支
料
g
S
計
芦
賢
さ
空

§
落
莞
C
首
篭
票
も
巨
S
t
e
r
d
a
m
L
黒
字
－
∃
∞
）
の
著
者
名
（
E
g
b
e
r
t
B
u
y
s
）
で
あ
る
。

（
2
2
）
　
「
江
漢
西
源
日
記
」
‥
『
司
馬
江
漢
全
集
』
一
、
三
四
〇
頁
。

（
川
空
　
宗
田
一
「
司
馬
江
漢
の
西
遊
を
め
ぐ
っ
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
〇
（
四
）
、
一
九
八
四
年
、

六
五
事
七
一
頁
。
玄
沢
の
鯨
に
対
す
る
関
心
は
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
稿
『
西
洋
鯨
品

訳
説
付
言
』
　
に
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。

（
墾
　
獅
埼
庵
「
司
馬
江
漢
筆
捕
鯨
国
巻
解
」
『
国
華
』
　
三
八
五
、
一
九
二
二
年
、
四
三
二

些
二
七
頁
。
ま
た
成
瀬
不
二
雄
氏
は
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
二
八
〇
〇
）
　
の
作
品
に
多

く
用
い
ら
れ
る
「
司
馬
峻
印
」
と
「
君
岳
」
　
（
と
も
に
白
文
方
印
）
　
の
二
印
が
あ
る
の
で
、

寛
政
年
間
中
期
（
一
七
九
五
年
前
後
）
　
の
作
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
成
瀬
、
前
出
、

一
九
九
五
年
、
二
二
八
頁
）
。

（
2
5
）
　
成
瀬
、
前
出
、
一
九
七
六
年
。

（
空
塚
原
晃
「
社
寺
奉
納
洋
風
風
景
画
に
お
け
る
司
馬
江
漢
の
制
作
意
図
」
『
美
術
史
』

一
三
五
、
一
九
九
四
年
、
八
八
・
一
〇
二
頁
。

（
2
7
）
　
江
戸
後
期
の
狂
歌
師
、
戯
作
者
。
名
は
零
。
通
称
、
直
次
郎
、
七
五
衛
門
。
別
号
、
萄
山
人
。

江
戸
の
牛
込
生
ま
れ
。
勘
定
所
幕
吏
と
し
て
支
配
勘
定
に
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
た
が
、
博
学

多
識
を
滑
稽
文
学
に
活
用
し
、
天
明
年
間
に
狂
歌
壇
の
中
心
と
な
る
。

（
空
　
江
戸
後
期
の
書
家
。
中
国
明
代
末
期
に
活
躍
し
た
文
人
・
董
其
昌
（
一
五
五
五
・

一
六
三
六
）
に
私
淑
し
、
彼
に
因
ん
だ
号
を
用
い
て
書
家
・
詩
人
と
し
て
活
動
し
た
。

（
銅
二
　
黒
田
源
次
『
司
馬
江
漢
』
東
京
美
術
、
一
九
七
二
年
、
一
九
三
頁
。

（
墾
横
田
洋
一
他
『
江
の
島
浮
世
絵
』
藤
沢
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年
、
一
七
二
一
〇
頁
U

（
聖
山
口
泰
弘
「
小
野
田
直
武
筆
『
日
本
風
貴
国
』
と
『
富
嶽
図
』
に
つ
い
て
－
実
景
図
と
風

景
画
の
接
点
」
　
『
美
術
史
』
　
二
一
、
一
九
八
一
年
、
二
六
・
四
〇
頁
。

（
3
2
）
　
直
武
や
曙
山
に
よ
る
遠
近
法
は
、
手
前
の
対
象
物
を
大
き
く
配
す
る
こ
と
で
、
画
面
奥
と

の
距
離
感
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
（
成
瀬
不
二
雄
『
東
洋
美
術
選
書
　
曙
山
・
直
武
』
三

彩
社
、
一
九
六
九
年
、
四
五
頁
）
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
フ
ア
レ
ン
タ
イ
ン
な
ど
に
見
ら
れ

る
蘭
書
の
挿
絵
の
構
図
を
研
究
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
が
利
用
し
た
蘭
書
の
挿
絵

は
博
物
的
・
標
本
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
、
手
前
の
対
象
物
と
背
後
の
遠
景
の
み

が
描
か
れ
、
中
景
が
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
制
作
者
側
も
観
賞
者
側
も
空
間
表

現
は
重
視
し
て
い
な
い
。
縦
長
の
画
面
を
用
い
た
日
本
の
伝
統
的
な
花
鳥
図
に
背
景
を
描

く
に
は
、
博
物
的
な
蘭
書
の
挿
絵
の
よ
う
に
中
景
を
省
い
た
構
図
は
都
合
が
良
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
構
図
は
寛
政
初
年
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
江
漢
の
油
彩
《
寒
柳
水

禽
図
》
に
も
見
ら
れ
る
。
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（
3
3
）
　
成
瀬
、
前
出
、
一
九
七
六
年
、
一
二
頁
。

（
3
4
）
　
全
文
は
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
西
洋
画
談
」
‥
『
司
馬
江
漢
全
集
』
　
三
、
一
四
四
・

一
四
五
頁
。
「
蘭
画
銅
板
画
引
札
」
一
八
〇
九
年
‥
『
司
馬
江
漢
全
集
』
　
二
、
三
七
一
∵

三
七
三
頁
。
ま
た
、
拙
稿
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
全
文
を
引
用
し
た
　
（
橋
本
　
（
深
見
）
　
寛

子
「
司
馬
江
漢
の
西
洋
画
法
に
よ
る
日
本
風
景
図
に
つ
い
て
1
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》

を
中
心
に
」
　
『
海
港
都
市
研
究
』
　
四
、
二
〇
〇
九
年
、
一
二
三
・
一
四
二
頁
）
。

（
3
5
）
　
「
蘭
画
銅
板
画
引
札
」
　
に
は
愛
宕
山
の
絵
馬
が
二
面
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
化
六

年
ご
ろ
に
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
が
外
さ
れ
、
別
の
絵
馬
が
懸
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
塚
原
氏
は
大
田
南
畝
の
　
『
一
話
一
言
』
　
に
も
愛
宕
山
の
絵
馬
が
懸
け
替
え
ら
れ

た
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
漢
の
絵
馬
は
全
部
で
一
二
面
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
　
（
塚
原
、
前
出
、
九
九
頁
）
。

（
3
6
）
　
塚
原
氏
は
江
漢
の
絵
馬
奉
納
活
動
は
、
社
寺
と
い
う
保
守
的
場
所
を
考
慮
し
て
文
化
的
基

盤
な
し
に
江
漢
独
自
の
発
想
で
行
っ
た
と
は
考
え
難
い
と
し
た
。
そ
こ
で
塚
原
氏
は
題
名

納
札
を
行
っ
た
同
時
代
の
儒
学
者
天
愚
孔
平
　
（
？
二
八
一
七
）
　
と
江
漢
の
絵
馬
奉
納
と

の
関
係
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
　
（
前
掲
、
九
三
・
九
五
頁
）
。

（
3
7
）
　
前
掲
、
九
七
頁
。

（
3
8
）
　
タ
イ
モ
ン
・
ス
ク
リ
ー
チ
　
『
江
戸
の
思
考
空
間
』
青
土
社
、
一
九
九
八
年
、
六
九
頁
。

（
3
9
）
一
七
二
六
年
に
本
国
に
五
点
の
油
彩
画
が
輸
入
さ
れ
た
が
、
五
百
羅
漢
寺
に
は
そ
の
う
ち

二
点
が
奉
納
さ
れ
、
一
七
二
八
年
藤
原
財
蛾
に
よ
る
模
写
を
元
に
、
翌
年
山
下
石
仲
に
よ
っ

て
さ
ら
に
模
写
さ
れ
も
の
が
　
『
画
図
百
花
鳥
』
　
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
作
者
不
詳
の

部
分
図
の
模
写
が
神
戸
市
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
4
0
）
　
黒
田
源
次
　
『
西
洋
の
影
響
を
受
け
た
る
日
本
画
』
中
外
出
版
、
一
九
二
四
年
、
一
〇
頁
。

（
4
1
）
　
岡
泰
正
「
眼
鏡
絵
か
ら
広
重
の
風
景
版
画
ま
で
－
浮
世
絵
に
浸
透
し
た
西
洋
の
画
法
－
」

『
眼
鏡
絵
と
東
海
道
五
拾
三
次
展
』
　
図
録
、
神
戸
市
立
博
物
館
、
一
九
八
四
年
、
八
五
頁
。

（
4
2
）
　
応
挙
が
眼
鏡
絵
の
制
作
を
手
掛
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
一
次
資
料
と
し
て
、
佐
々
木
丞

平
氏
が
紹
介
し
た
三
井
円
満
院
門
主
祐
常
に
よ
る
『
萬
誌
』
（
明
和
四
年
二
七
六
七
）
下
冊
）

に
「
浮
江
モ
同
人
也
、
十
六
七
ノ
頃
画
」
と
あ
り
、
応
挙
一
六
、
七
歳
の
頃
　
（
一
七
四
九

・
五
〇
年
ご
ろ
）
　
か
ら
浮
絵
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
　
（
佐
々
木
丞
平

「
應
挙
関
係
資
料
『
萬
誌
』
抜
粋
」
『
美
術
史
』
二
一
、
一
九
八
一
年
、
四
六
・
六
〇
頁
）
。

ま
た
、
明
治
の
円
山
派
の
画
家
・
久
保
田
米
遷
二
八
二
五
・
一
九
〇
六
）
の
談
話
筆
記

に
よ
る
と
、
京
都
で
は
は
じ
め
西
洋
製
覗
き
眼
鏡
が
脅
さ
れ
た
が
、
輸
入
品
だ
け
で
は
需

要
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
た
の
で
、
応
挙
に
よ
っ
て
日
本
製
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
久
保
田
米
遷
他
「
円
山
応
挙
筆
の
眼
鏡
絵
」
『
骨
董
協
会
雑
誌
』

四
、
一
八
九
九
年
、
三
九
・
四
一
頁
）
。

（
4
3
）
佐
々
木
丞
平
、
佐
々
木
正
子
『
円
山
應
拳
研
究
』
（
研
究
編
）
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
九
六
年
、
二
八
一
百
。

（
4
4
）
前
掲
、
二
八
二
頁
。

（
4
5
）
黒
田
、
前
出
、
一
九
二
四
年
、
四
六
・
四
七
頁
。

（
46）
豊
春
は
出
生
が
臼
杵
、
豊
岡
、
江
戸
な
ど
説
が
定
ま
ら
な
い
が
、
京
に
上
り
狩
野
派
・
鶴

沢
探
鯨
（
？
二
七
六
九
）
に
一
時
師
事
し
、
京
都
で
修
業
し
て
い
る
こ
ろ
に
眼
鏡
絵
の

制
作
を
始
め
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
鶴
沢
探
鯨
は
、
応
挙
の
か
つ
て
の
師
で
あ
る
狩

野
派
・
石
田
幽
丁
（
一
七
二
一
・
六
八
）
と
師
弟
関
係
で
あ
っ
た
。

（
4
7
）
岸
文
和
『
江
戸
の
遠
近
法
・
浮
絵
の
視
覚
』
勤
葦
書
房
、
一
九
九
四
年
、
二
三
二

二
三
四
頁
。

（
4
8
）
江
漢
以
前
に
空
が
青
く
塗
ら
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
成
瀬
不
二
雄
氏
に
よ
る
池
大
雅

（
一
七
二
三
・
七
六
）
の
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
作
《
浅
間
山
真
景
図
》
の
指
摘
が
あ

る
が
、
円
山
応
挙
は
『
萬
誌
』
．
の
記
述
（
注
撃
か
ら
、
一
七
四
九
・
五
〇
年
ご
ろ
よ
り
浮

絵
を
制
作
し
て
お
り
、
応
挙
の
方
が
早
い
可
能
性
が
あ
る
（
成
瀬
不
二
雄
「
改
訂
稿
池

大
雅
と
西
洋
画
法
」
『
論
集
日
本
の
洋
学
』
八
、
創
元
社
、
一
九
八
二
年
、
一
六
三
・

一
六
六
頁
）
。

（
空
岡
泰
正
氏
は
《
相
州
鎌
倉
七
里
浜
図
》
の
構
図
は
、
ヤ
ン
エ
フ
イ
ケ
ン
（
J
a
n
L
u
y
k
e
n
）
『
人

の
営
み
』
（
寮
薫
風
も
哲
与
も
中
の
「
漁
師
」
の
背
景
に
広
が
る
海
岸
図
を
写
し
た
も

の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
更
に
同
氏
は
江
漢
の
《
漁
夫
の
図
》
に
見
ら
れ
る
人
物
が
、

ラ
イ
ケ
ン
の
手
前
の
人
物
を
改
変
し
て
描
い
て
い
る
と
指
摘
し
、
江
漢
が
ラ
イ
ケ
ン
を
見

た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
（
岡
泰
正
「
安
田
雷
洲
筆
「
赤
穂
義
士
報
警
固
」
の
原
図
を
め

ぐ
っ
て
」
『
国
華
』
一
三
四
二
、
六
頁
）
。
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（
響
丹
波
助
之
丞
「
両
国
莱
」
一
七
八
三
年
‥
水
野
稔
編
『
酒
落
本
大
成
』
五
、
中
央
公
論
社
、

一
九
七
九
年
、
二
一
八
・
二
一
九
頁
。

（
5
1
）
岸
、
前
出
、
二
二
二
五
頁
。

（
鱒
）
閲
泰
正
氏
に
よ
る
と
、
眼
鏡
絵
の
特
性
と
し
て
「
見
る
人
に
奥
ま
っ
た
空
間
の
広
が
り
を

錯
視
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
が
、
画
中
に
落
款
や
印
章
を
入
れ
て
、
み
ず
か
ら

平
面
に
描
か
れ
た
「
絵
」
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
は
ず
が
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
岡
、

前
出
、
一
九
九
二
年
、
一
〇
七
二
〇
八
頁
）
。

（
㍊
）
天
明
四
年
《
広
尾
親
父
茶
屋
図
》
《
不
忍
池
図
》
は
画
面
外
右
側
に
「
日
本
創
製
司
馬
江

漢
画
」
、
大
明
七
年
《
両
国
橋
図
》
は
画
面
内
右
上
部
に
「
天
明
丁
未
秋
九
月
円
本
銅
錦

創
製
司
馬
江
漢
写
井
刻
」
、
同
年
《
三
園
景
図
》
は
同
所
に
「
天
明
丁
未
冬
十
月
日
本
創

製
銅
板
創
製
司
馬
江
漢
画
井
刻
」
と
あ
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
正
文
字
で
あ
る
。

（
璽
「
画
の
妙
と
す
る
処
は
、
見
ざ
る
物
を
直
に
見
る
事
に
て
、
画
は
其
物
を
真
に
写
さ
ゞ
れ
ば
、

画
の
妙
用
と
す
る
処
な
し
、
（
中
略
）
之
を
写
真
す
る
の
法
は
、
蘭
画
な
り
、
蘭
画
と
云
ふ
は
、

吾
日
本
唐
画
の
如
く
、
筆
法
、
筆
意
、
筆
勢
と
云
ふ
事
な
し
、
只
異
物
を
真
に
写
し
、
山

水
は
其
地
を
踏
む
が
如
く
す
る
法
に
し
て
、
写
真
鏡
と
云
ふ
器
あ
り
、
之
を
以
て
万
物
を

ぅ
っ
す
、
故
に
か
つ
て
不
見
物
を
描
く
法
な
し
、
唐
画
の
如
く
、
無
名
の
山
水
を
写
す
事

な
し
」
（
「
春
波
楼
筆
記
」
‥
『
司
馬
江
漢
全
集
』
一
、
五
二
頁
）
。

（
5
5
）
橋
本
、
前
出
、
二
三
二
四
二
頁
。

（
56）
前
掲
、
一
二
二
頁
。

（
5
7
）
成
瀬
不
二
雄
「
司
馬
江
漢
の
日
本
風
景
図
に
つ
い
て
」
『
論
集
日
本
の
洋
学
』
三
、
清
文

堂
出
版
、
一
九
九
五
年
一
二
月
、
五
三
頁
。

（
駆
こ
「
西
洋
画
談
」
‥
『
司
馬
江
漢
全
集
』
三
、
一
四
一
頁
。

よ
り
貴
重
な
ご
助
言
を
頂
い
た
。
そ
し
て
作
品
調
査
に
関
し
て
は
、
所
蔵
機
関
か
ら
ご
高
配
を

賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

橋
本
寛
子

二
〇
〇
J
年

▲
一
〇
〇
三
年

一
一
〇
〇
七
年

二
〇
▲
〇
年

現
在

（
は
し
も
と
・
ひ
ろ
こ
）

神
戸
大
学
発
達
科
学
部
卒
業

神
戸
大
学
文
学
部
卒
業

神
戸
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
見
込

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
D
C
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［
附
記
］
本
稿
は
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
〇
日
に
神
戸
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
の
第
一
部
の

内
容
に
加
筆
・
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
（
独
）
日
本
学
術
振
興
会
・
文
部
科
学
省
科
学
研

究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
論
文
執
筆
に
あ
た
っ

て
は
、
研
究
室
の
百
橋
明
穂
、
宮
下
規
久
朗
両
先
生
よ
り
多
大
な
ご
指
導
を
頂
き
、
ま
た
稲
賀

繁
美
氏
、
間
奏
正
氏
、
塚
原
晃
氏
、
中
部
義
隆
氏
、
成
瀬
不
二
雄
氏
、
山
下
善
也
氏
（
五
〇
音
順
）



（図1）司馬江漢《三園景図≫（左右反転）天明3年（1783）紙本銅版筆彩、神戸市立博物館蔵。

（図2）司馬江漢《相州鎌倉七里浜図≫寛政8年（1796）紙本油彩、神戸市立博物館蔵。
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（図4）司馬江漢≪芙蓉に萌翠図≫絹本著色、　　　（図3）司馬江漢（鈴木春重）≪縁側にこ美人図≫紙本
安永年間（1772－1780）個人蔵。 木版色摺、明和年間（1764－1771）太田記念美

術館蔵。

（図5）
（右）司馬江漢《反射式覗き眼鏡≫木、ガラス、金属製鏡、神戸市立博物館蔵。
（左）司馬江漢《銅版画眼鏡引札≫天明4年（1784）紙本木版、神戸市立博物館蔵。
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（図6）司馬江漢《三園景図≫（左右反転）天明7年（1787）紙本銅版筆彩、本間美術館蔵。

（図7）司馬江漢《両国構図≫（左右反転）天明7年（1787）紙本銅版筆彩、神戸市立博物館蔵。
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（図8）司馬江漢《七里浜図≫（左右反転）天明7年（1787）紙本銅版筆彩、神戸市立博物館蔵。

（図9）

（上）司馬江漢《錦帯橋図≫天明一寛政年間、紙本署色、
天理大学付属天理図書館蔵。

（下）司馬江漢「錦帯橋図」『西遊旅講』寛政6年（1794）
刊
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（図10）
（上）司馬江漢《厳島神社図≫（左右反転）天明一寛

政年間、紙本署色、天理大学付属天理図書館蔵。
（下）司馬江漢「芸州厳島宮之図」『西遊旅諾』寛政

6年（1794）刊

（図11）

（上）司馬江漢《下関図≫（左右反転）天明一寛政年間、紙

本著色、天理大学付属天理図書館蔵。

（下）司馬江漢「下関図」『西遊旅講』寛政6年（1794）刊
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（図12）司馬江漢≪長崎港図≫（左右反転）天明一寛政年間、紙本署色、長崎県立博物館蔵。

（図13）司馬江漢≪捕鯨国≫寛政6年（1794）絹本油彩、個人蔵。
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（図14）司馬江漢≪富嶽望遠図≫寛政9年（1797）絹本油彩、妙応寺蔵。

（図15）司馬江漢《鉄砲洲富士望遠図≫寛政9年（1797）絹本油彩、致道博物館蔵。
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（図16）司馬江漢《二見浦図≫寛政10年（1798）紙本油彩、個人蔵。

（図17）司馬江漢《駿河湾富士望遠図》寛政11年（1799）絹本油彩、個人蔵。
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（図18）司馬江漢《木更津浦之図≫寛政12年（1800）絹本油彩、厳島神社蔵。

（図19）司馬江漢《駿河湾富士望遠図≫寛政12年（1800）絹本油彩、個人蔵。
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（図20）司馬江漢≪相州鎌倉七里浜図≫寛政10年（1798）絹本著色、個人蔵。

iて迷デデ＿＿三軍‥千千‾三プー芸子
（図21）司馬江漢《七里ケ浜図≫寛政年間末期、絹本油彩、個人蔵。
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（図22）

（上）宋紫石「獅子図」『古今画薮後八種』明和7年

（1770）刊

（下）ヨンストン「ライオン図」『禽獣魚介晶図譜』
1660年刊

個23）司馬江漢《江戸橋より中洲を望む≫安永年間末（1770年代末）頃、紙本署色、奈良県立美術館蔵。
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（図24）ヨンストン「ヨンストン鯨図」『禽獣魚介晶図譜』1660年刊

（図25）司馬江漢《獅子のいる風景図》天明年間、紙本銅版筆彩、神戸市立博物館蔵。
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（図26）

（左）小田野直武《獅子図≫18世紀、絹本著色。

（上）ヨンストン「ライオン図」『禽獣魚介轟図譜』1660年刊

（図27）司馬江漢≪捕鯨図巻≫寛政年間中期（1795年前後）、紙本淡彩、個人蔵。
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（図28）司馬江漢「鯨図」『西遊旅言宇』寛政6年（1794）刊

（図29）司馬江漢「鯨図」『江漢西井日記』文化12年（1815）成稿
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（図30）小田野直武《江ノ島図≫18世紀後半、紙本署色、大和文筆館蔵。
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（図31）小田野直武《日本風景図≫（右幅）
18世紀後半、絹本著色、照源寺蔵。



（図32）奥村正信《芝居狂言舞台顔見世多浮絵≫元文元年（1740）、紙本木版筆彩、神戸市立博物館蔵。

（図33）円山応挙《祇園禦》18世紀、紙本木版筆彩、神戸市立博物館蔵。
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（図34）《物語図眼鏡絵≫清時代、紙本木版、神戸市立博物館。

（図35）歌川豊春《浮絵紅毛フランカイノ湊万里鐘響図≫1740～50年頃、紙本木版、神戸市立博物館蔵。
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（図36）《フォンテーヌブロー宮殿運河の景≫（眼鏡絵）紙本銅版筆彩

（図37）歌川豊春《浮絵東都両国橋夕涼之図≫明和年間末期（1770年代初期）紙本木版
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（図38）小田野直武《新川酒蔵図≫（眼鏡絵）18世紀後半、紙本署色、個人蔵。

（図39）司馬江漢≪相州鎌倉七里浜図≫部分図
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